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1．は じめに

国立学校設置法施行規則第27粂には「附属学校は，その附属学校が附属する国立大学又は学部

における児童，生徒又は幼児の教育又は保育に関する研究に協力し，及び当該国立大学又は学部

の計画に従い学生の教育実習の実施に当たるものとする。」とある。附属の中学校・高等学校

は，学校数管弦に定められている中等普通教育ないし高等普通教育を行う以外に，研究と教育実

習を行うことが使命とされている。

本校においても校務分掌上の一つとして研究部が置かれている。部長の他に教育研究係・資料

係・教育実習係が置かれ，通常4名の教官によって道営されている。年1回の公開の教育研究

会，年2回の校内研修会，年1回の『研究報告』の発行，教育実習の実施に関すること，研究出

張に関すること，研究プロジェクトの実施・予算配分などが主な仕事となっている。

こり小論は，本校の研究活動の歩みを，現在研究部等で保管している資料をもとに整理したも

のである。本校は1947年（昭和22年）に発足以来，すでに45年になるが，これまで研究活動の歩

みがまとまった形で記録に残されているものがない。筆者小林汎は，1980年9月に着任以来研究

部長2年間を含めて6年間程研究部に係わってきた経緯もあるので，この際整理をし，記録に残

しておこうと思った次第である。今後，本校の50周年あるいはその他研究活動を総括する際に資

料として役立ってもらえれば幸いである。

但し，研究部等での過去の資料の保管状況は必ずしも良いとはいえず，また資料によって興っ

た記載になっているものに対する資料の検討も必ずしも十分ではなく，筆者自身が勤務する以前

の時期については実態がわからない部分もある。いわば中間報告として受け取ってもらえれば率

いである。今後50周年等の折に長年本校に勤務する適切な人物によってまとめられることを期待

する。

2． 研究部のあゆみ

『創立40周年記念誌』によると，1957（昭和32〉年度に「○研究部が誕生，附属本来の教育的
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使命の研究推進体制を整備」と記載されている。同年「○全国国立大学附属高等学校連合の研究

グループ成立。本校も積極的に参加」とあるので，本校の研究部が全附遵高校部会の動きに呼応

して発足したものと思われる。また，ユネスコの協同学校計画への参加が1959年9月であり，翌

年の1960年度には酢研究報告』第1集が発行されている。公開の教育研究会は1卯4年度より実施

されている。

研究部の構成で見ると，研究会係・資料係・教育実習係の体制がずっと続くが，1979年度よ

り，教育研究係・研究会係・資料係となり，教育実習係が他の部に移動する。研究活動と直接係

わる係体制で研究部を構成するようにをる。しかし，1989年，総務部を廃して教育情報部を設置

したことにともない，係の移動も行われた。再び教育研究係と研究会係を1本化し，教育研究係

とをる。再び教育実習係が研究部に入ってきて，研究部の4人体制は変わっていない。1994年度

より再び総務部復活，教育情報廃止の組織がえが行われ，以前の体制に近くなる。この組織がえ

の当初の案では研究部3人体制（教育実習係を総務部へ）が提案されたが硯研究部メンバーた強

く反対し，現状と同じ線でおちついた。もし，3人体制となっていたら，今後本校の研究体制が

弱体イヒしていくことが危惧される事態にをったであろう。

以上概観した，研究部のあゆみを一応時期を区切って見ると次のようになろう。

01947年～1956年 本校創立から研究部ができるまで。まだ学校の校務分掌に研究部が位置づ

けられず，学校としての研究体制が出来あがっていない時期。いわば準備期とでも言える時

期である。

01957年～1973年 創成期とでも言えようか。1959年度よりのユネスコ研究（～1979年度まで）

を行う一方で学校暦の中に，校内研修会も位置づけられるようにをった。資料が未発見なの

で，いつから開始されたか不明であるが，当初年1臥それが1970年以降2回（あるいは3

回）行われるようになる。1960年より発行されるようにをった『研究報告』も1962年をのぞ

き，毎年定期的に発行されている。

1961年，第3回全附連高校部会の会場校となり，社会科，英語科，生活指導等の研究発表が

行われる。また1971年には第13回仝附連高校部会の会場校として，国語科，数学科，芸術科

（音楽），生徒指導，特別部会の研究発表が行われる。

なお，残念なのは，1962年以前の学校要覧が保存されておらず，この創成期の研究部のメン

バーや活動の様子がわからないことである。

01974年～1那8年一過渡期あるいは変動期とでも言えようか。現在の研究部の活動スタイルが・

定着していく前の変化の大きな時期である。1974年に第1回の教育研究会が実施され，その

後毎年1回実施されていくことになる。第1回目は中学校の保護者を対象に，中学全クラス

で2時間の公開授業を中心としたもので，「校内研究会」という名称で始まった。この当時

の研究会や研究部の様子は「本校における教育研究会のあり方」（『研究報告，第14集』1卵5

年）や，当時研究部長の長野東氏が書いた「本校の教育研究の現状」（『創立30周年記念誌』
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1977）からうかがえる。附属の使命として何かやっていこうとする息吹が感じられる。

前期の終わり，1972年には駒場9人妻農会が「中・高一景教育における指導とその効果につ

いて」と言うテーマで教育研究開発に関する調査研究を行い，報告書も出されている。そ・し

て1973年10月には筑波大学が関学される。附属学校が駒場の地に留まり発展していくにはそ

うすれば良いか，模索されていた時期でもあろう。現在行われている教科等でのプロジェク

ト研究（当時はグループ研究と呼んでいる）が開始され，また個人研究もあわせて「学校要

覧」に記録されるようになるのもこの時期である。現在の研究部の活動スタイルが確立した

時期とも言える。

1978年4月，現在地において筑波大学に移管され，筑波大学附属となる。

01979年～現在 確立期あるいさま展開期とでも言えようか。1978年4月筑波大学に移管された

ことにより今後筑波大学附属としての研究活動が始まる。

1974年に開始された教育研究会は，第1回目中学校の保護者対象，第2回目（1975）中学1

年～高校1年の保護者対象となり記念講演も実施された。しかし。第3回（1976）からは他

校の教師などが対象となり，現在のスタイルに近くなる。第4回（1977）からは2日間に亘

って研究会が開催され，第4回（1977），第5桓i（1卵8）は中・高ほぼ全教科の公開授業が

行われた。しかし，そうした頑張りは多少無理があったのか。第6回（1那9）は半数の教科

の公開授業が減り，第7回（1980）には記念講演もなくなり，2日間の開催から1日のみの

教育研究会の体制となっていく。80年代前半，研究会廃止の意見も研究部内に出されたりも

したが結局1987年までこの体制が8年間継続された。著者が研究部長の時期の1988年より，

記念講演が復活されて，研究会2日間体制となり，現在に至っている。

研究部の係は，1979年より，教育研究係・研究会係・資料係となり，この体制は1988年まで

続き，1粥9年より教育研究係・教育実習係・資料係の体制となる。

教育研究会のあり方の違いに着目するならば，1979～l粥7年を確立期あるいは展開期の前

期，1988年以降を後期と位置づけることもできよう。

この間，1981年に第23回全附連高校部会の会場校，1991年に第33回の会場校を引き受けた

が，どちらも林研究部長のもとで成功裡に終わっている。

3 資料に関する説明

（1）資料Ir研究部のあゆみを概観したものである。歴代の研究部長，研究部メンバーの一覧

及び，研究部の主な研究活動を表にしたものである。

（2）資料Ⅱ－1963～67年・79年と研究部長であった左近良民が陀り立20周年記念誌』に書かれ

た「20周年を通して見た教官研究概況」と，1973～74年，77～78年に研究部長であった長野東

氏が『創立30周年記念誌』に書かれた「本校教育研究の現状」を資料としてのせてある。

「昭和32年，教官組織も研究係から研究部となって，他の四部と協力して，附属本来の教育研
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究推進の姿勢を確立する」（軒別立20周年記念誌』）とあり，研究部体制は1957年からである

ことがわかり，創成期の様子がうかがえる。長野氏の「本校教育研究の現状」では，本校で教

育研究会が開始されるころ丁度，東京教育大学から筑波大学への移行期の時期の研究活動の様

子がうかがえる。過渡期あるいは変動期の活気ある本校の動きである。

（3）資料Ⅲ－ユネスコ（ユネスコ校内委員会）との協同研究活動。1959年～1979年の21年間，

本校が取り組んできたユネスコ関係の資料である。校務分掌に位置づけ学校全体で行ってきた。

60年代には報告書等も出され，活動も盛んであったが，70年代に活動の様子は不明のところが

多い。

（4）資料Ⅳ仙1960年に第1集が発行され，1992年に第32集を迎えた。本校の『研究報告』の一

覧表である。1962年及び1那5年は発行されなかったが，それ以外は毎年作成されている。

（5）資料Ⅴ 1974年に始まった公開の教育研究会のあゆみをまとめたものである。『研究報告』

とならんで，附属学校としての使命をはたす上で重要な行事となっている。毎年全国から百数

十名の先生方が参加している。

（6）資料Ⅵ プロジェクト研究・個人研究一覧。プロジェクト研究にはPTA後援会の方より研

究費をもらい研究を行っている。多くの教科がプロジェクト研究の報告を『研究報告』に書い

ている。（予算配分をする際に，執筆することを原則としている。）

（7）資料Ⅶ一会附連高校部会研究大会発表一覧である。本校は中・高一貫を標模する学校であ

るが，他校との研究活動では高校数育との関係が深く，この全附連の研究大会が毎年恒例のも

のである。中学校の場合にも毎年，関東地区で開催されているが，研究部には記録が残ってい

ない。

（8）資料Ⅷ一本校教官の個人研究目顔一覧である。はじめての読みであり，半分程の教官のも

のを掲載した。

本稿は，1992年6月29日に行われた，第1回校内研修会で小林が報告した際に作成した資

料を一部手なおしし，若干の解説をつけたものである。紙面の関係で解説の方はごく簡単

に留めているが，資料は今後も役立つように，出来るだけ詳細に掲載する努力をした。
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資 料

記念誌に見る研究活動

1。20周年を通して見た教官研究概況 左近 良

2．本校教育研究の現状

ー129－

長野 東



二
十
年
を
通
し
て
見
た
教
官
研
究
概
況

教

官

佐

近

良

和
和
二
十
二
年
に
東
京
腿
英
数
背
専
門
学
校
付
属
中
学
校
と
し
て
、
第
一
学
年
の
み
の
二
倍

学
級
で
絹
枝
し
た
本
較
は
、
さ
ら
に
三
年
後
に
付
属
高
絞
に
ま
で
規
模
を
拡
げ
昭
和
二
十
八
年

に
節
一
回
卒
叢
生
を
送
り
出
す
。

こ
の
間
、
数
少
な
い
全
教
官
の
努
力
が
学
校
作
り
に
集
注
さ
れ
て
い
る
。
研
究
即
日
常
指
導

の
状
況
で
あ
る
。

I
内
部
体
制
も
年
と
共
に
固
ま
り
、
昭
和
三
十
こ
年
、
教
官
奴
敗
も
研
究
係
か
ら
研
究
部
と
な

っ
て
、
他
の
四
部
と
協
力
し
て
、
付
属
本
来
の
教
育
研
究
推
進
の
姿
勢
を
確
立
す
る
。

昭
和
三
十
三
年
、
校
外
の
中
学
高
校
に
呼
び
か
け
て
、
理
科
研
究
会
を
開
催
す
る
。

内
部
的
な
実
力
蓄
積
に
努
め
て
い
た
付
属
が
開
催
し
た
対
外
的
研
究
会
記
録
の
努
山
回
で
あ

る。

こ
の
間
、
外
部
と
逮
雛
す
る
研
究
的
な
活
動
と
し
て
は
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
新
教

育
に
n
〝
粥
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
教
官
の
活
動
と
全
国
学
力
試
査
の
専
門
委
員
、
指

噂
要
領
作
成
の
た
め
の
藁
負
の
動
き
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

校
内
研
究
活
動
と
し
て
ほ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
面
す
る
問
題
点
の
追
求
に
よ
る
個
人
研
究
の
他

に
六
年
制
中
学
高
校
数
常
に
伴
っ
て
、
中
高
一
貫
教
育
の
研
究
、
そ
れ
に
従
っ
て
六
年
制
カ
リ

キ
さ
フ
ム
の
換
討
が
行
な
わ
れ
る
。

付
属
学
校
の
教
育
条
件
充
実
を
目
的
と
す
る
全
国
付
属
連
盟
が
結
成
さ
れ
て
、
主
と
し
て
付

属
学
校
の
設
腑
、
教
官
の
質
的
蕊
的
な
促
進
の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
そ
の
組
織
の

一
部
を
担
う
高
校
部
会
で
ほ
、
こ
れ
に
加
え
て
、
研
究
面
で
も
組
紐
的
な
強
化
を
図
ろ
う
と
す

る
動
き
が
出
て
く
る
。

昭
和
三
十
二
年
に
は
実
質
的
に
整
っ
た
全
国
付
属
高
校
連
合
研
究
グ
ル
ー
プ
が
成
立
し
て
、

昭
和
三
十
二
年
、
三
十
三
年
と
も
年
一
回
の
研
究
発
義
金
か
閃
か
れ
、
本
校
も
こ
れ
に
参
加
し

て
研
究
発
表
を
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
に
は
、
こ
れ
が
正
規
に
全
付
連
高
校
部
会
の
定
矧
研
究
発
表
会
と
し
て
発
足

す
る
こ
と
に
な
り
、
第
上
回
は
東
京
大
学
付
属
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
以
後
毎
年
凍
京

と
地
方
が
交
互
に
会
場
を
受
け
持
っ
て
回
を
誼
ね
る
こ
と
に
な
る
。
内
容
は
生
活
拇
噂
の
他
、

二
教
科
ず
つ
交
代
に
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
六
年
、
上
記
研
究
発
表
会
の
金
城
を
本
校
で
引
受
け
、
生
徒
指
導
。
社
会
科
。
英

語
科
の
分
科
会
を
連
ね
て
閃
鵬
、
参
会
者
多
数
の
発
表
討
議
が
盛
会
裡
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

会
は
連
年
、
内
容
も
充
実
発
展
し
っ
つ
あ
る
。

幼
稚
鼠
・
小
学
校
。
中
学
技
工
前
校
。
p
T
A
を
通
ず
る
全
閉
付
属
遵
鴇
関
東
地
区
会
で
も

年
ど
と
に
教
官
の
研
究
発
表
と
討
論
の
場
を
設
け
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
、
高
校
部
会
の
弥

を
迫
っ
て
、
辟
二
回
の
総
会
日
程
の
大
き
な
部
分
を
研
究
に
あ
て
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
本

校
も
中
学
甘
叫
較
と
も
研
究
発
衰
に
参
加
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
も
高
校
部
会
同
様
に
各
年
ど
と
に
教
科
を
定
め
て
専
門
的
な
研
究
の
色
彩
を
強
め
る
こ

と
に
な
り
、
数
年
の
研
究
実
紡
を
基
盤
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
を
そ
の
新
発
足
研
究
会
の
節

一
回
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
三
十
四
年
、
ユ
・
竺
ス
コ
教
育
実
験
協
力
放
と
し
て
間
際
的
な
教
育
実
験
研
究
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
パ
リ
に
本
部
を
毘
く
ユ
ネ
ス
コ
が
摺
際
理
解
教
育
を
通
じ
て
行
な
う

教
紆
桝
先
の
表
叩
と
な
る
も
の
で
、
毎
年
実
験
で
ま
と
め
た
紙
米
を
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
を

通
じ
て
パ
リ
本
部
に
報
告
し
、
世
界
各
担
と
発
料
交
換
を
行
な
う
。

朝
在
引
き
続
き
新
し
い
研
究
主
題
の
下
に
研
究
続
行
中
、
チ
ネ
ス
コ
校
内
委
員
会
が
主
と
し

て
こ
れ
に
当
る
。

本
校
の
教
育
の
充
実
向
上
を
図
る
た
め
に
、
総
時
間
題
点
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
の
内
容
分

析
、
指
呼
強
化
を
め
ざ
す
教
官
の
校
内
協
同
研
究
も
効
果
的
に
行
な
わ
れ
る
。

昭
和
二
‡
由
年
に
ユ
ネ
ス
コ
校
内
委
員
会
、
昭
和
三
十
八
年
に
カ
リ
キ
…
ノ
ム
委
員
会
、
校

内
放
縦
委
員
会
、
指
導
委
員
会
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
研
究
委
員
会
が
鑓
ま
れ
る
。
後
の
二
つ
は
現

在
も
放
縦
、
常
鑑
の
委
員
会
と
な
っ
て
い
る
。

昭
碗
l
三
十
七
年
、
校
内
に
お
け
る
研
究
が
次
節
に
充
実
し
て
く
る
と
と
も
に
、
従
来
そ
の
と

き
ど
き
に
出
し
た
不
定
期
な
印
刷
物
で
は
、
発
表
窓
口
が
不
充
分
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
年
1
研

究
和
ぎ
筏
二
葉
を
発
行
、
以
後
毎
年
二
凶
、
そ
の
年
皮
の
研
究
報
告
を
赦
せ
て
発
行
を
続
け

る
こ
と
と
な
る
。

各
教
科
担
当
教
官
グ
ル
ー
プ
の
協
同
研
究
は
、
本
校
教
育
指
導
に
密
接
に
避
な
る
現
実
的
な

も
の
が
多
い
。
研
究
結
果
は
外
部
研
究
発
表
会
を
通
じ
て
一
般
に
報
告
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、

校
内
で
直
接
教
育
効
果
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
も
の
も
あ
る
。

校
外
の
研
究
グ
ル
ー
プ
、
学
会
等
と
連
携
し
て
研
究
を
進
め
る
教
官
も
多
い
。

外
部
の
教
育
機
関
に
よ
る
講
習
会
、
研
究
会
等
数
多
く
行
な
わ
れ
る
の
で
、
教
官
ほ
つ
と
め

て
こ
れ
ら
に
接
触
し
、
教
育
界
の
動
き
を
知
っ
て
、
本
校
教
符
を
清
新
に
し
、
効
率
を
高
め
る

よ
う
、
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

（「創立二十周年記歪

（
一
九
六
七
・
一
一
発
行
）
よ
り
）
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や○く「灘’藤鍵賢拭く話e慧ふて釣糸長々Jレ′鮮潜古賀胡心讃繋÷・琵鮮垂e糾

駕e諏心J｝対等J′漆潜心萱繋心Q対駕昏欝警心近ゆ昏心Jシ’野望ぅむ中心ふ

心酔ボレニ岬○顧陣容拭く耳空蚤ゼゆ黙諾e漆㌣空々〉レ′ り卓心′望繋e朴母′

望e姦讃斑心令旨試演六合ヨ群召出」′ ニ鍵毎試合辞必殺巻本ゆペ小出」ペニ叫

壷ぐレニゆ○

川 転朗幾毒Q梯蟹

綜l主義㌣略J恕旨賀頼義1日好守出韻エソ零球宴日朝長十攻城心Jレ′ぉe叫．（

ゼ祝祭心叫ぐレふlO匂 ㌦㌦呼べ′寝顔旨讃胡㌔－lノe告e閏謝ゼlぐ㌣土鳩時論’

対日＝無e啓鮮怒苗芯旨深窓ゼ望讃拗㌔ぐレ環笹竹式ゆ叫・卜出館・ボレユ巾○

虫蒜1J心出略すり刈日本ゆ刈’

≡ 礁ぜe賢鮮！トート「jく長告l紅顔崇」三三′宮邸対顔朝改造額宝物東レユゆ中

正′選愈レ簿額喋々lトート㌣鳩n’－レe案賀・額撫芸騎嘲額出ぷペぐレ′監慾
慕十村項筒日額心東レユー¢○ －シe安宅昏々含e頚せ宕出窓ち′ぢ㌔′対陣韓P

望筒賀神式レ凝爪′ －シ名望りぷ・絹l申よ今日㌔一幕掛宅ゼ鴬野出霞芯噂翁P恐々

ニむ｝やI〔る○ギヤ空く「－シ岩出崇n志々㌣ユ吋eP嬉ゆOi芸空挺対顔き恕く講士′

郎杓日中e出合e圭芸l急㌣鳩¢山善ご・ヾレムゆ○
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空 き恕定言±礁潔′ コ長日賢賀串e空手⇒H端芯恕ぶ点々公宅恕′ 実業望♂心叫

n′ 海賀－リe冶eJ忠ぶ貞ゆ㌔eP空々ふ○

｝ソe唱′液斑e春賀璧笹く春謀議巡瑠宅出撃々㌣婚礼′車幾日第ふぃ出没袖
丈ゆぜe♂与対〉ゼるぐ心○中計繋（損÷ll音型）e海鮮lトー㌣心漆寧日蚤も

去恕′ 志e叫l卜㌣嬉やd

巴莞淀 騒E前与：

出く肖蕊 好運発と

舌題額与コ

慧軋鮮之ユ

姜鮮ヒ

点卦碇 避封爵与：

緯線裔与：

斑質点与：

鞘囁裔与：

堵改発与：

群 落 喝怒鋸÷：

キ泣顔古

！謡竺封さニ
《韓商事

ヰく号ヨ裁と：

蟹繋蟹鍵癒

控義弟き

書架薦漆 ヰく概瀦‡：

礫安ま心こ溝g讃だ

写ま；ll＋浩三e璧発意鮮古く・糾蔓≡空≦璽

ま現e貿茸家臣出ぐエソ

b鞍ヽト海区日記む吋封定石胡刈朔怒号∃諾㍊ぐエ｝
区畿車名三・旨煮帝染e読ま璽

韻空車頼増e没望日長長ぷ将だくヨ≡孝義句駄雛

鍔綜安心蟹≡本絹裁許だ静

昇給・与鰊鮮駐日韻七吟㍍郎Jふ安富額恕e言論心中

e登記で恕

澄静e南海春賀

巳無く1讃e餞藁岩出ぐふぃ

義盛朴磐石式守窒だ・六合資湖な忘心壬≡簿岩合軍紀

朝露日出筏士将令小繋塔卦e諜銭怒笹 ⊥心中8n・ヽ

e領収e嶺恕ど 実朝電卓姿態空合朝毎空

群落浄財露潮

て蓬繋ぎ終日萌モカ選染糸島e罵≡

㌍韻頭心如l卜蜜小長○ 胡台e最彗血石〉藍漆芸琵琶

丑陳次濁音写刈中吉尭漂書館窓

昏・汚うく長賢一ヒ拭深窓昏e娼ユ冶一 受ゴ′額恕e戌

瓜・R

舛ミ⊇緒蛍忘；夏e芋三宝諾eヰ含niで

りe叫暮卜出′ 喩糸箋りぷぷゆ箪く旨討王朝本朝す喩〉ゼ¢忘ミリー宅n′ 賢鮮日

東ケlやHせミ恥仙e宣誓袖心ヰ・召＝川芸㌣れ吋01j点心昏古賀芸黒血嶺巧ぷ愈㍊

怒′立言まe志賀戒云Q宅輩芸唾料中嶋やり心望エ・n郎㌣㌔セム芯′ 噂童e÷

シ′か鵠橿㌣士数日監野毛喩〉絵巻J’旨改心こ転e鼓陳怒義e買足♂J〉璧′
光l雷ゼ頭映芯勾鮮㌣空々ふ長刈額ぶ名付○

糾出萎 玉 更 肇出ぐニレ坐り七・ユe吹志士′封鵬」也忘感群発心」シeま

顔迄駕e嬉n吹出琵Jレe臣野心JIJ鮮・火心セー00

昏㌣】旨J心ペ小心’霹く巨鮮eHせ壬ちヒ一心訃斑e転ば心Jlノ知日捏蛋拙か0

ヱ～空′ 如e⊥か（出小名恕ペニ長刀エー（堵彗㌣っ昏ゆら

11ノe心名工J公転紀ゝミートe懲斌要語空尉頬含シュ岬○賢蹴繋怠心泰蹴ヨ諜を

々長心′ 泣蛭e海鮮定点出馬心く点ゆ叫・ト臼′！斗珠苫㌣JH媒心Jレ′彪e叫小

ゼ＼仁一ゝ輯へ⊥≠一勺血塗伯叫事トリ幹・父ぷ○

＼州へ小一ぺi芸≡……芸ニニ霊芝三三ミニごぺ
り合坤卜岩皆済eトロlゝポー⊥か－ぺe療群山隷ぐ心刈り吋′ 弼＋11合戦空兆

eペ小ゼ小・一ぺ芯蟹領袖べゼ○

封淀各々（諾姦窒古賀≠－ぺ）

琵恕淀「毯藍各節臼ぐエレe式話合鶴祭日諾で〉空縁故時e頼肖望」

言送卦淀「宅朝雲朝鮮未収重態牛車恵山中eだ鎗堪e琵だ」

蛍登故腱絃「生誕日胡士吟紗紅言駒′対顔糸桜e絃駄空山一｝elく長計】

総令n舟朽】卜勺eキ‡㍊e恕紫野効㍊責恕す政教」

宅託生蕊「抑盗縁日窮士ゆ′や匿だ蝶e旨撹心諜望」

堵既漆「】鼓求n☆朽l卜ぺ心l｝岩出頓鞍吟戯恕e匿繹」

顔淀恵eJe（賓客宕古賀か－ぺ）

HせKn将呟く托「囲故殺鍵e乾壬雪山視認」

胡蝶損「終発把終日衷十吋部謹e飴額づぐユレJ

裁板H掛潜在辟昭4詫「妥沖H辞書胡漆㌣琵紀㌣和一¢藍鎗嶺e賢襟」

（＼ntゝ絹も⊥喪）

り七心e≠－1望′き日東家出鵜女将糾ヨ㌣e鮮鞘’銀貨旨群仰′e恕鞘′き

襟帯恕㌣e鮮深緑諺若輩地名′荘選定出賢鮮忘毒e怒勾ゼぐシュ将e㌣†笥ゆ。

ヰ「封e賢蹴e糸貫刈Jレセ′瀦淀g賢賀長Jだ写」lノ整蔓空迄襟≠－ぺ芸朝

鮮かゃき繋ぎりぷ以沖Je刈Jレ′東幼〉志望ヰり七′邸母音ゼ窟哲㌢春賀＼8：ヽ

Hへ⊥か－勺芯淀望竹名将り山勘莞芝」トニや○

日 々「潜e噂郡

「轟さ凱1∫エ小熊さ空卜Kn・′′静リベぐ1ノ・倒琵要式望シ長・∫去†○叶トリゼぐ
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♂芯ユゼエ○

頚…長心緒心斌ヰuトj刈怒′《散々幸諏Jヰシ空虚－○芯′く夏日刈ぐレ璧′壱n
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紫怒芯滋出＝藍本て和一e±亙㌢嬉吟去ト・
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ゆ○
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群落㌣㌔点n勺も心式シュゆ○ りe溌串重ヨe等三唱e】ぐべJレ′琵胡潔掛窪環
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戚ぐレ′壬ゼ坤翻鑑÷々e察知出潔ゅり刈出空車二餐当会芸名恋心点レ宗n′芸
望斑港潔e殻如こ空J’鮮感e窒幾日媒袖丈ゼふ公食e’卦潜心Jレe二心恵空

監琶芯賓ユレ助シュ将○－レぷ出J長鳥ぷd斗′鮮啓発「威さ濱」e琵或望東レ・紹セ

エ㌢ふ吟恕長n長′ 《也〉ゼ吋小心Jレユや○

－レe灘顔e常襲±正長一芸長Je台覧芯学畠刈J項徽㌣冶ゆQ丑山窮殺¢屯心

音トリ豊将り刈ゼ〉一触認蛋出港顔諜欒劫琶d長日す将り刈芯′出4詫出家小ゆ宗
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言出京Jレ望一 茂和讃塔e緑藻鳥肌出かやP鳴か卜○

1く名称l韓密陳Q牒壌怒

各・繹jく長告空港顔軍篭ゴe各P♂′ 買野e・執工心り吋㌢戚ゆ○常澄㍗璧′iり十
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諜感心常食－やて伽㌣冶Iや0

0 各替地令（いい川誌車e染㌦敵対ゴ謀試演）

◎ 滋淀辿令（蘇避e裔漆誌蛍e静夜辿令Q昏蹴）

◎ 朝怨だ藷蟹緒（へI卜K題額e諾々瓜′ も】卜ヽ′朝鮮胡e繋繋′掛潜た

繚′愈碇恵′ 淀怒′ 屯名賀名誉琵砕e討成心喋怒e転蹴）

◎ 錯夜空哲山域忘だ鎗e尊重磐古賀（貸出′奉告霞・を夏空々帯電糾空
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繚e安寿彗琶e寺島・賢次）

り点心空中朗㌣Q書誌甥e郎刈食e音名心′ 終漆芸払望＋余日域郎式レ〉lO少e
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く臣冶増e粒厨余盤台昏朗乎八尽一

寮改悪莞e桝ギ望《助〉’J長♂′中e皆莞出第恕将顧鍵恐く≡監守出ぐエソ
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e÷㌣昏出′駿・号わやて如川刈Jレ′点爪ぺ恕滋ぐぷnシュや○遠賀字心ポニ出
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筑波大学附属駒場中・高等学校

『研究報割 虹
第1集～第32集
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筑波大学附属駒場中。高等学校研究報告目次一覧

第 1 蚤（19幼年）

序

本校生徒の政治的関心

教学大旨の成立について

教科書に現われた用語の調査

中学校高等学校の関連に留意した理科の実験・観察のカリキュラム設定

SOME EDUCATIONAL PROBLEMIN THE U．S．

ユネスコ教育実験中間報告

第 2 集（1961年）

序

USES OF THE ANAPHORIC BACK－POINTING”ONEt’

親子関係における世代の断層

教科書に現われた用語の調査その2

高等学校生物における実験観察法の工夫

第 3 集（1963年）

新校舎の紹介

序

社会調査と社会認識

SIMILARITYBETⅦモENÅNDESORINCÅNCⅣmIZATIONAND

JAPANESE

学友関係の実態調査

第 4 蚤（19糾年）

序

ユネスコ教育実験報告 東洋と西洋における平和の考え方について

生物学習に如ナる物理的実験の工夫

生物学習における化学的技能の影響

本校教科外体育実態に関する調査

第 5 餐（1965年）

序

平和の研究一高校生の国際痩解を疎めるために－

山 本 光

澤 登 岩 尾

坂 根 義 久

数 学 科

理 科

J，Y．ANGELL

ユネスコ校内委貞会

一
登
尾
科
三

耗

岩

樫

学

村
登

松

林
中
澤
数
量

梅 澤 力 夫

林 純
一

澤 登 岩 尾

HIROYA SHIROK王

凍 野 明

林 純
一

ユネスコ校内委属含

量 紛 擾 三

理 科

保健・体育科

林 純 一

ユネスコ校内委農会

現代文理解の問題点 高校生の語彙の実態（中間報告）

国語科教官共同研究，報告者・松 井 一 夫

地学と物理の関連について（物理の単位・用語・公式についての理解度調査）

理科教官共同研究，報告者・牛 田 英 一

叫136～



第 6 纂（1966年）

序

経済関係を中心とする国際理解の教育一経済発展段階を異にする諸国間の協力ー

現代文理解の問題点 高校生の語彙の実態一語褒詞査の結果報告一

国語科教官共同研究，

現代指導要領の実践に基づく反省と批判（生物）

ホーム・ルーム指導計画作成の手順と実施における問題点

集合の交わり・結びに関する表現とその内容（調査）

林 純 一

ユネスコ校内委農会

男

三

芳

芳
樫
邦

尾
敏
感

九
重
神

者告報

数学科教官共同研究，報告者・秋 葉 癖一郎

第 7 亀（19郎年）

序

経済関係を中心とする国際理解の教育 一経済発展段階を異にする国際理解の教育

一経済発展段階を異にする諸国間の協力ー
T‡壬ENEEDSANDOPPORmNrrlESFORMUTUÅLÅPPLEC‡ATION

OFEASTENANDl好ESTERNCULTURALVALUES

ホーム・ルーム活動における生徒の自主性

一合同ホーム・ルームの実施とその問題点一
高枚における集合と写像の指導について 数学科教官共同研究，

第 8 蚤（1968年）

序

科学・技術の教育と国際理解 ユネスコ協同学校計画 1兆7年度数育

実験報告書

中学生・高校生の健康状態からみた学校生括と家庭生活との調和

速読力養成法の研究（一試案とその実践データ）

ホーム・ルームと生徒会との関係強化によるホーム・ルーム指導の実践的研究

第 9 簸（1969年）

序

科学・技術の教育と国際理解

高校・生物斜における遺伝学習の現代化について

「保健」の効果的学習における問題点

平常授業の中でいかに速読力を養うか

ホーム・ルームと生徒会との関係強化によるホーム・ルーム指導の実践的研究

第10 簸（1970年）

序

物理教育改革の試み十力学の授業を通じて一

過伝学習における分子遺伝学の指導に関する実践的研究

保健学習の構造
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田 口 正 夫

ユネスコ校内貴慮会

S．AKASモ壬Ⅰ

兵
作

者
耕

沼
多

目
ハ
喜者告報

出 口 正 夫

ユネスコ校内委馬食

本 田 尚 子

大 西 光 輿

ホーム・ルーム研究委兵舎

出 口 正 夫

ユネスコ校内季長含

量松樫三・貝沼喜兵

深 野 明

」、林祐二・大西光興

岡本息篤・林幹一郎

出 口 正 夫

大 道 明

月沼番兵・重松樫三

深 野 明



第11－12簸（1972年）

序

線型代数の導入についての考察と実験テキスト その1

kisMurdockの’Under血eNet’

電卓を用いた必修数学と指導

美術鑑賞教育の一考察と実践資料

本校における高校音楽の創作の実際

通奏低音の実際

文学者（筆順・扁の形・体の変化についての一考察）

第13 纂（1973年〉

序

民営郷学校の一考察 －とくに小野郷学について一

日常論理と数学的論理について

「形質転換」の公開授業について

二，三の草花の開花調節についての実験

中・高英語検定教科書の語いの実態調査 一第一年度中間報告一

策14 纂（1974年〉

序

本校における教育研究会のあり方

三

東

二

夫
也
郎
郎
一

又

祐
幹
博
逸
逸
良

部
野
林
原
木
田

田
本

阿
長
小
栗
白
多
多
小

暫
久
夫
兵
彰
精

義
幹
喜

暗
視
原
沼
村
木

保

篠
坂
栗
月
岡
久

篠 崎 哲

研 究 部

P．W．C17。の変化からんみた中学生の三週間の持久走プログラムの効果について

川畑栄一・坂田敏雄・深野 明・久保正秋

曽根睦子・浜田志朗・片岡幸雄・佐野裕司

“新しい健康診断”とこれからの課題一本枚における健康診断－

G．W．F．Hegeleのr美学講義jと「芸術の現在」

中・高英語検定教科書の語いの実態調査一第2年慶一

アメリカ北部とポーランドの教育事情について

東欧の印象

第15・16蚤（1976年）

序

生徒の同好会活動をどうとらえるか一部活動と関連して…

曽 根 睦 子

長 田 謙
一

席引守光・五味貞二・晴山数二・久保木清

中村 豊・大西光興・辻 弘

晴
夫

一

野

戸

佐
城

篠 崎 哲

岡本患篤・大道 明・岡村 彰・貝沼喜兵

久保木清・凍野 明・丸尾芳男

古典学習についての生徒の意識一中学との関連をふまえて－（その偽1，2）

丸尾芳男・高井 霞・日野待隆・柾 寮

松井一夫・石田城之助・勝田和学

数学教育の現代化の問題点を知り現場の声を集積する

－アンケート調査の結果－ 大澤清克・喜多耕作・栗原幹夫・左近 良

中野次郎・長野 東・深瀬幹雄

中学枚・高等学校におけるエネルギー教育の現状と問題点・留意点

重松橙三・巻島三郎・牛田英一・岡村彰

一138－



福岡久雄・月酒害兵・大道明・大谷悦久
高校化学実験における赤外分光光度計（IR）の利用と実践について

ーエステル生成反応を中心にして一

泡の生産力測定
－エネルギー固定率を測定する試み一

生物教材としてのBlepharismaJaponicum（プレファリズマ）について

中・高校生の直立能力について

剣道の打突に対する容積脱波反応についての研究

福岡久雄・大谷悦久

月 沼 憲 兵

重 枚 樫 三

川畑栄一・坂田敏雄・採野 明・久保正秋・曽根睦子

浜田志朗・平沢爾一郎・小沢治夫・白井永男

川畑栄一・坂田敏雄・凍野 明

昭和51年鹿 本故における教育実習指導の概要

〔海外教育事情視察報告〕

カナダ（オンタリオ州）と東ドイツの教育事情について

第17 蚤（1977年）

序

アメリカ合衆国における英語研修レポート

高校化学実験における赤外分光光度計（IR）の利用と実践について（Ⅱ報）

本校生徒の理科学習状況について

音楽祭についての生徒の意識

鉄棒の授業とその計量的考察

中・高校生の直立能力について

保健教育管理のかけ橋

混成学級にま如ナる高山古文学習指導の試み

創造的思考を伸ぼす教材とその指導法の実践的研究

理科学習調査調査用親（高校）そのl

ユネスコの問題提起資料No．2

学習指導に関する実態調査

第18 集（1978年）

序

古典学習についての生徒の意識
一中学との関連をふまえて－

本校中学高校生の社会認識に関する予備調査

創造的思考力を伸ばす教材とその指導法の実践的研究

理科学習調査

野外調査による草地の種構成の特徴の指導

走幅跳びの計算的考察

芸術科合同授業の研究と実践 美術

川畑栄一・坂田敏雄

川畑栄一・坂田敏雄・

曽根睦子・和田雅史・

久保正秋・浜田志朗

研 究 部

川 畑 栄 一

篠 崎 暫

大 西 光 興

福岡久雄・大谷悦久

中学校理科

牛 田 英 一

・深野 明・久保正秋

深野 明・久保正秋・

平沢繍一郎・」、沢治夫

曽 根 睦 子

石 田 城之助

高等学校数学科

高等学校理科

重 紛 擾 三

研究部・生徒部

山 沢 新 書

石田城之助・勝田和学・鈴木信好・高井 霞

日野待隆・殻井一夫・在 寮

岡本忠篤・御感邦芳・小澤正晴・城戸一夫

坂根義久・澤登岩尾・林幹一郎

大澤清克・喜多耕作・栗原幹夫・左近 良

中野次郎・長野束・深瀬幹雄

巻島三郎・牛田英一・岡村 彰・福岡久雄

貝沼喜兵・大道 明・大谷悦久

貝 沼 喜 兵

川畑栄一・深野 明・小沢治夫・大矢 稔

入江友生・和田雅史・久保正秋（束海大学）

白木博也，音楽 遠藤正之，工芸 佐野清，書道 須田義樹
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現行中学校英語検定教科書の研究

－その内容に光を当てて－（英語科研究計画の一環としての研究）
五味貞二・久保木幡・中村 豊・大西光興

辻 弘・加藤裕司・笠原順路

教育過程の編成に関する調査

学校行事の再編成について

高校化学実験における赤外分光光度計の利用と実践について（Ⅲ報）

化学クラブにおける機器（況，UVIVUS）の利用について

第19 餐・（1979年）

序

古典教材と古典文法の配列

中学・高校における社会認識調査

創造的思考力を伸ばす教材とその指導法の実践的研究

中学校理科校外学習

剣道における竹刀の持ち方に関する考察

芸術科合同授菜の実践と研究

現行高校英語検定教科書の研究

生徒実験における機器（択・ⅤIS）の利用

高校化学クラブにおける機器（汲・VIS）の利用

高校生物Ⅱ（形質転換）の指導について

「レイミア」に関する覚書（Ⅰ）

第 20 纂（1980年）

現代国語に関する生徒意識調査

石川祐爾・石田城之助

深 野 明

牛 田 英
一

福岡久雄・大谷悦久

大 谷 悦 久

山 澤 新 書

勝田和学・鈴木信好

日野得隆・柾 繁・栓井一夫

岡本忠篤・小澤正晴・城戸一夫・坂根義久

澤登岩尾・神藤邦芳・林幹一郎

大沢清克・喜多耕作・栗原幹夫・左近 良

中野次郎・長野 東・深瀬幹雄

石川秀樹・半田英一・大谷悦久・大道 明

月沼菩兵・福岡久雄・巻島三郎・重松橙三

入江友生・大矢 稔・小沢治夫・川畑栄一

深野 明

遠藤正之・白木博也・佐野 清・須田義樹

大西光輿・笠原順路・加藤裕司・久保木精

辻 弘・中村 豊

大 谷 悦 久

大 矢 悦 久

貝沼喜兵I石川秀樹

笠 原 順 路

石川祐爾・石田城之助・鈴木信好・塚田泰彦

日野待隆・柾 察・松井一夫

昭和55年度理科学習調査（プロジェクト研究）

鉄棒連動の授業とその計量的考察

け上がり－前回り－後ろ回り一振りとびの連続技と体力との関係等について

深野 明・川畑栄一・小沢治夫・入江友生

大矢 稔

「芸術科合同授業の研究と実践」 遠藤正之・白木博也・佐野 清・須田義樹

英語授業と英語教科書について一英語検定教科書に関する生徒の意識調査－

（英語研究計画の一環としての研究） 久保木精

本校生徒のルール意識

中和滴定曲線の数式イヒについて
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加藤裕司

澤登岩尾

笠原順路

中村 豊・大西光興・辻 弘

笠原順路

久保木幡・深瀬幹雄・神藤邦芳

辻 弘・入江友生

大谷悦久・岡本裕巳



生徒実験における機器（汲・ⅤIS〉利用（エ報）

他の生産力測定（第二報）－エネルギー固定率を測定する試み一

中学生の保健・安全に関する意識調査

一本故における生徒手帳の保健・安全欄の活用について－
英作文指導の一つの試み 「読んでヰ書く」という事を念頭に置き，生徒の興味

に訴える教材の開発を目指して

「レイミア」に関する覚え書き（Ⅱ）－L弧ia：Thepsychodynamicinevitabilityofapo¢卜

中学校での理科を中心とする野外学習
一埼玉県長瀞－

大 谷 悦 久

石川秀樹・貝沼喜兵

曽 根 睦 子

辻 弘

笠 原 順 路

賓旨 野 善 介

数学的創造力を伸ばす教材と指導法の実践的研究 長野 束・佐藤和孝・凍野幹雄・喜多耕作

大澤清克・栗原幹雄・中野次郎

将来計画委員会報告・将来計画校内安貞会 佐野 清・岡本忠篤・左近 良・白木博也

探野 明・長野 束

第 21纂（1981年）

現代国語に関する生徒の意識調査

社会認識調査

数学的創造力を伸ばす教材と指導法の実践的研究

理科Ⅰの各分野の指導計画について

中学生の有酸素的作業能について

芸術科合同授業 肘江戸時代の外来芸術一

本校における校外指導の実態

将来計画委月余報告

勤労にかかわる体験学習の実践的研究 ∵水田による教育を中心にしヤー

化学クラブにおける機器利用（Ⅱ）

遺伝子概念の歴史的発展の実証的指導

保健体育科中高6ケ年一貫かノキュラムの検討

第 22 纂（1982年）

現代国語に関する意識調査

中学生・高校生の社会認識について

数学的創造力を伸ばす教材と指導法の実践的研究

理科学習調査

中学校の理科枚外学習について（第2報）

持久力テストとしての多段階SideS呼運動の検討

芸術科合同授業の研究と実践

英語Ⅰ及びⅡの教科書における文法の扱いについて

本校のクラブ活動の実態

ファージを用いた遺伝と実験（第3報）

理科Ⅰの「遺伝」と選択生物の「遺伝子と形質発現」の指導内容と

その関連性について

形態と体力・遜動能力との相関について（l）

学芸クラブの効果的な展開を求めて

一141…

国 語 科

社 会 科

数 学 科

理 科

保健体育科

芸 術 科

生 徒 部

将来計画委眉金

氷田委月余

大 谷 悦 久

月沼憲兵・石川秀樹

小 沢 治 夫

国 語 科

社 会 科

数 学 科

理 科

理 科

保健体育科

芸 術 科

英 語 科

生 徒 部

員 沼 書 兵

貝沼番兵・石川秀樹

小沢治夫・他六名

辻 弘



し＼第23 纂（1983年）

申・高6ケ年を見通した「硯代国語」の教材編成（小説）

数学的創造力を伸ばす教材と指導法の実践的研究

理科学習調査

時久カテストとしての多段階SideStep道教の検討（第2報）

芸術科合同授業の研究と実践

本校生徒の悩みの実態について

遺伝の指導に関する実践的研究

技術科・家庭科の“木材加工Ⅰ”における観点別学習状況の評価について
‡

形態と体力・運動能力との裾掛こついて（2）

第 24 蚤（1984年）

中・高6ケ年を見通した現代国語の教材編成（小説） 一美伐と研究一

創造的思考力を伸ばす教材と指導法の実践的研究
一計算力の調査と分析一

社会の変動に対応する教育課穫の研究
一教師の意識調査（1）一

平和認識調査

一社会科総合学習指導案作成のために（その1）－
「生徒の英語泰雄カの問題点」

一時に日本語の言い回しの影響のよる誤りの実態一

本枚生徒の学習実態についての調査

本校における計算機械室整備の実態

－とくに学習成績の有効な処撃方法の研究一

策 25 集（1985年）

中・高6ケ年を見通した現代国語の教材編成（小説）
一笑践と検討（その2）－

平和教育のためのカリキュラム化をめざして

コンピューターに関する意識及び実態調査

理科学習調査

中・高6ケ年一貫カリキュラムの検討（第2報）

技・芸術科合同授業の研究と実践

生徒の英語文法力の問題点

社会の変動に対応する教育課程の研究
一致師の意識調査（2）一

発育発達期における自転車エルゴメータによる最大無酸素パワーの研究

遺伝子親換え
一級換えDNA技術一実験の教材化

USEOFMODERNINSTRUMENTSINT壬iEC托MISTRYCLASS

OFHIGHSCHOOL

第 26 集（1986年）

中・高6ケ年を見通した現代国語の教材編成（小説）

一実践と検討（その3）－
創造的思考力を伸ばす教材とその指導法の実践的研究

「基礎的計算力の調査分新一
中・高6ケ年一貫カリキュラムの検討（第3報）

－到達目標を中心として－
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国 語・ 科

数 学 科

理 科

保健体育科

芸術科・技術科

生 徒 郭

貝 沼 憲 兵

岡村 彰・佐野 清

川畑栄一・偽 6 名

国 語 科

数 学 科

数 学 科

社 会 科

英 語 科

生 徒 部

課

国 語 科

社 会 科

数 学 科

理 科

保健体育科

技術科・芸術科

英 語 科

長野 東・他10名

バ、沢治夫・他8名

月 沼 書 兵

大 谷 悦 久

国 語 科

数 学 科

保健体育科



「技・芸科合同授業の研究と実践」（昭和61年度〉

「英語による表現力の育成をめざして」

一誤答分析をもとにした補助教材を使って一
数学教育の目標に対する高校教師の意識

一論理的思考力に関する意識構造の分析と考察－

一高校教師の意識調査（4）一

数学学習における数学史の利用に関する一考察

技術科・芸術科

英 語 科

長 野 東

磯 田 正 美

（作成 数宮 久保田雅史）

以上r創立40周年記念誌j（1粥7）より

第 27 集・（1987年）

中・高6ケ年を見通した現代国語の教材編成

一説明的文革，論説文，評論－その1
情報化社会に対応した創造的教材

指導法の実践的研究

電算機教室報告

中・高一貫理科カリキュラム

発育発達における自転車エルゴメーターによる最大額酸素パワーの研究（第2報）

技術・芸術科合同授業の研究と実践

中・高連携をとらえた自主教材の開発
一筑駒Pi拙reDictionaryの作成（1）

飲酒・喫煙・交際・性に関する調査

「理科Ⅰ地学」と「選択物理」における万有引力の取り扱いについて

観換えDNA技術の教材化（第2畢）

第 28 纂（1988年）

伝承文学教育の課題（1）－中1の学習指導と伝承文学資料集一

小中高にわたる関数の発達に関する調査研究（第一次報告）

「遺伝子と形質発現の指導に関する実践的研究」

中三生徒への辞書指導

第 29 集（1989年）

中・高6ケ年を見通した現代国語の教材編成（説明的文章・論説・評論）

一実践と検討（その2）－

コンピューターに関する意識及び実態調査

理科教育における視聴覚教材の活用

本校における体力テストとトレーニングの取り組みとその成果について

「技術・芸術科合同授業の研究と実践」（1989年度）

英語科研究プロジュクト

中高連携をとらえた自主教材の開発 －「筑駒Pic細eDictim訂y」の作成（2）－
「本校生の学校生暗に関する調査」

第 30 集（1990年）

㌻筑駒』考

申・高6ケ年を見通した現代国語の教材編成（説明的文章・論説・評論）
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理 科

保健体育科
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国 語
●

科

数 学 科

理 科

保健体育科

技術・芸術科

英 語 科

生 徒 部

井 上 正 充



ー実践と検討（その3）一

字宙船地球号の中で国際社会を考える －地球社会を考える学習－

コンピューターを利用した創造的教材・指導法の研究

一教育研究会での公開授業について一

理科教育における視聴覚教材の活用（第2報）

発育発達期における最大無酸素的パワーの研究（第3報）

－ウイングートテストと体構成との関連－

「技術・芸術科合同授業の実践と研究」（1990年度）

英語科研究プロジュクト（3年計画）

中高一貫教育におけるLL学習指導のあり方を探る（1）

処罰の限界とその有効性

第 31蚤（1991年）

中・高6ケ年を見通した現代国語の教材編成（説明的文章・論説・評論）

一実践と検討（その4）－

附属学枚における社会科教育カリキュラムの変遜について

情報化社会に対応した創造的教材・指導法の実践的研究

一過去5年間の研究から芯

理科校外学習の指導と実施

『環境学習の指導実践』

－中学3年生における課題研究の一例として
『教育実習からみた保健科教育の実態調査』

脚伸展パワー測定装置を用いた発展期に掛ナる筋出力に関する研究

「芸術科合同授業の研究と実践」（1991年度）

本校クラブ合宿の実態と問題点

本校総合教育棟の総合メディアセンターシステムについて

英語科研究プロジェクト

中高一貫教育におけるは学習指導のあり方を探る（2）（3年計画2年次）

第 32 集（1992年）

［Ⅰ］研究プロジェクト

中高6ケ年の古典教材の研究－その予備的調査，研究

情報化社会に対応した創造的教材・指導法の実践的研究

保健授業における授業診断法の作成

中高一貫におけるオーラル・コミニュケーション能力の育成を

めざした実践的研究とカリキュラム編成

生活実態調査

本校における研究活動のあゆみ（1957～1992）

［Ⅱ］個 人 研 究

A Sample Sy11abus一ねr OralCommunication A

「スピード塑か，持久力型か，筋繊維タイプの決定とこれを応用

した指導法」

新しい学校教育の構想とその展開イメージ

伝承文学教育の課題（2）叫中3におけるr遠野物語」
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資 料

教育研究会のあ珍み

1．第1回～第19回教育研究会概要一覧

2．各年度の案内状に見る研究会の様子
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1．第1固～第19回 教膏研究会概要一覧

回 開催日 研 究 テ ー マ 公 開 授 業

1 1974（S49）

11／15（金）

l

名称蔵内研究会 中学保護者対象 中華全クラス（3×3）公開授業，学年ごとに保護者・教
I

2 1975（S50） 名称 「教育研究会」となる 中1～高l保二者対象 中1～高1全クラス公開授蚤， 学年会

1iβi（金） （他校教師の参加もあり）
t

3 1976（S51） 中・高教育のつながりを考える （中 学） （南牧）
11β6（金）

…中・高教育のつながりのなかでの問題点とその対処
社 数 英 社 数

のしかたについて－ （林）（長野〉〈久保木） （神藤） （疎密）

4 1977（S5之） 中高を見通した新しい教育を考える 国 社 数 理 体 音 英 国社 数理 体

11β5（金）．26く土）
一個性をのをゴす教育の科学的基礎研究－

（／一、／‾■ヽ′へ〈（′へ

頻小審福久遠大
田沢多岡保鹿西

））ヽJ）ヽ＿ノヽ＿．．．．．′ヽJ

（（′、〈（

凝城中月濠
、）戸野沼野

ヽJ））ヽ．＿．′

5 1978（53） 同 上 国 社 数 裸 体 技 英 国社 数理 体
11／17く金）．18（土）

奪寒害奮蛮牽彙
ヽ＿／

／一■■‘ヽ（一へ〈（

石坂寛大川
田根底道畑
、J）ヽJヽJ）

6 1979（S54） 中学・高枚大力年教育の推進 社 数 理 保体 社 数 理

10／19（金〉．20（土）
…基礎能力の研究と教育方法の探究… （神藤）く凍擬）（福岡）（入江） （岡本）（長野）（牛田）

7 1980（S55） 基礎能力の挽究と開発 同 音 英 同 音

王W17（金）
…中高一貫教育をふまえて－

（石川）（速藤）〈中村） （石川）（遠藤）

S 19別（S5（；） 同 上 数 理 保体 数 理

10β9（金） （中野）（石川）〈入江） く佐藤〉 （大谷）

9 1982（S57）

10／15く金）

同 上 国 社 技 英
（塚田）（小林）（岡村）（中村）

（豊谷）（開票）襟10 1卵3（S58） 同 上 数 理 保体 二萄 理

10／14（金） （喜多） × （入江） （大道）（貝沼）

ll 1粥4（S59） 同 上 同 社 普 英 国 社 滞
10／1り（金） （石川）（小沢）（遠藤）（辻） （高木〉（林）

12 1985（S60） 同 上 数 体 型 敬 体

10／11（金） （吉井）（入江）（浜本） （磯田） （小沢）

13 ユタ86（S61） 基礎能力の探究と開発 国 社 英 珂 社

10／16（金）
叫中高関連教育をふまえて… （石川）（増渕）（大西） （高木） （嘗略）

14 1粥7（S62） 同 上 数 実 理 体 凝：湊 理
10／16（金） （井上）（土井）（高橋）（入江） （大谷）

15 1988（S63） 基礎能力の探究と開発 国 社 英 国 社
11β5（金）．26（土）

¶新しい中等教育のあり方をめざして－ （関口）（岡本）（長谷川） （鈴木）（小林）

16 1989（Hl一） 新学習指導要領と中高一貫教育を見通したカリキュラ 数 理 保体 昔

（警井）（貰沼／暮
11／17（金）．18（土）ムの汚濁成一明日を創造する生徒のための，教育と学

＿（熊倉）
× （小沢／同時）×

習の主体性の確立をめぎして～
石川）

17 1990（H2）

11／16（金）．17（土）

同 上 国 社 英

〈石塚）（小沢）（久保野）

回 社

（石川）（林）

18 1991¢す3）

11／15（金）．16（土）

同 上
数 理 保体

（井上）（大道）×
数 理

（鈴木）（浜本）

19 1992（H5）

11β0（金）．2H土）

同 上 国 社 技家 英

（須藤）（丸浜）（市川）（辻）

（慧刺（芸暗）裳
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（各教育研究会の案内状より作成）

研究協浪合〈教科別分科会） 喜郎蛮地 参加贅
要録

（報告啓）

／′什■■＼

第15固より回

教義示する

＼J

官の話し合V l ×

（保護者と教官の話し合い） 講演「教育課程の基準の改督について」（厚滞留次郎） ×

‡

研究討議も行われる

英

（辻）

社 数 英 「教育課程の改訂について」 ○

（小沢）（中野他）〈大西） （奥田薬文）

釆英 回・社・数・理・保体・若枝・英

7教科の研究協議会開催

「世界史の流れと教育」（永井道應〉 1，α）0円 ○

綿
引 ユネスコ悶絶提起

「ユネスコの新しいあり方」〈城戸l塞栓）

：綬英
ノーーヽ

同上 「教育藤に関して」 （敦子仁） 1，抑0円 ○

加
藤 教科外研究発表として「教育課程研究協議会」く深野）

「生活指導 ヶ 」（年田）

保体

（大矢）

社・数・理・保体の研究協議 r中学生・轟俊生の心身の発達について」（媚川高藤）

教科外研究発表として「ユネスコ研究協議会」（城戸）

「生活指導ク」（沢登）

○

英語

（辻）
封・普・其の研究協議 ○

保体

（小沢）
数・理・保体の研究協議 ○

英

（中村）
国・社・技・其の研究協議 ○

保体

く大矢）
数・理・保体の研究協議 ○

英

（稲岡）
国社 芸英

（／、

鎗小増岡技蓮如
木沢池本藤藤
ヽJ㌧′ヽ、－′）

×

理

（高椅）

数・体・理の研究協畿 ○

英

（久保奉〉
国・社・英
（石川）（小林）（長谷川）

の研究協議

×

体

（合田〉 藍〕’（土霊）－（遥）－（入貰㌣
佐藤 の研究協議

○

英 国・社・英 「青年期の発達課程と教育 l，∝沿円 ○

（熊井）

捷呈）僻〉援冨諾）
石井 の研究協議

サ生徒にとって教育の自由とはイ可か¶」
（増尾輝久）

血
EI 数 理 保体音 一新学習指導要領をめぐる諸間趨●’ 1，∝の円 〉く

（遠藤） ′一ヽ ′－■－′‾■■、

佐書熊泉石大高小閑速
藤井倉沼川道橋沢略藤）ヽ，ノ）

「新学習指導要領と生活指導」く竹内常－）ジ

「ク と学校経営」（下村哲夫）

英 国・社・英 r新学習指導要領をめぐる諸問題、く山住正己〉 i，仰0円 〉く

（迂） （関口）（カ、沢〉（加藤）

の研究協議
一附属駒場に期待すること期待しないこと－」

保体

援急転霊箋荒）慧協議
「能力主義の問題性をめぐって 1，α対円 ○

（入江・野井

合田・同時）
一塊代社会と教育一」（堀尾輝久）

英 国・社・技家・英 r今後の中等教育と附属学校の役割」 l，000円 ○

（谷口） （石塚）（城戸）（市川）（加藤）
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資 料

プロジェクト研究◎個Å研究一覧

○ま959年度

01966年度

01967年度

01970年度

01977年度

ふ

1992年度

共同研究。特別研究・個人研究

グループ研究・個人研究
〝 〝

ノケ
／′

グループ研究。個人研究

（飢年度よりプロジェクト研究）

プロジェクト研究・個人研究
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1959（昭和34）年度

0

0

0

0

Ⅰ 共 同 研 究

六か年制の立場をとる本校の教育課程とその問題点（継続研究）

視聴覚教材の教育的効果について

教育実習の効果を高める方法について

中学校「道徳」の指導計画

Ⅱ 特 別 研 究

○ 人権の研究

本年6月1日に，日本ユネスコ国内安農会から，ユネスコ協同学校計画に参加の依頼をう

け，本校の研究テーマを上記に決定，9月9日Åpplicadon提出，9月21日本部よリAgr紆

ment到着。本研究は2か年継続研究である。校内組織としてユネスコ委員会を構成（現

在の委員は，佐近良，沢登岩尾，明石総－，柾繁，大洋清見浅原欣次の各教官），教

育実験をつみ重ねつつある。

Ⅲ 個 別 研 究

019世紀における女流作家の特色

－とくにE．C．Gaskelについて－

○ 中学英語初級者の難解点

0

0

0

ー調査と指導法の工夫一
英語入門期の指導

高校和文英訳の指導について

数学科における用語について

○ 数学指導上の問題点

○ 俳句の理解と観賞についての一考察（継続）

○ 中学生に対する文語文法敵育の適否とその受容理解に関する研究

0

0

0

0

0

ー中・高一貫教育課単における国語の問題点一

国語科現代文問題の検討

明治前半期における教育政策（継続）

中学校地理的分野と高校人文地理における地誌の取扱いについて

日本の農業の現状と当面の諸問題

中学校社会歴史的分野における人物と文化の取扱

（文部省：中学科社会指導書所収）

○ 中学校社会における外国史教材の扱いについて（昭和34年慶

一166－

綿 引 守 光

中 村 豊

晴 山 数 二

五 味 貞 二

秋 葉・大 沢

喜 多・佐 近

中 野・星 野

全数学科教官

柾 繁

桧 井
一

夫

男

男

久

芳

芳

芳

芳
義

邦

邦

尾

尾
根

藤

藤

丸

丸
坂

神

神

明 石 練
一



文部省研究奨励金による共同研究）

○ 中学校社会歴史的分野における近代史の扱い（中学校社会科歴史

指導の研究と実践：葵書房所収）

○ 高校世界史における読書指導（季刊歴史教育研究11，12，13，14，

15号所収）

○ 大学教養課程と高校「世界史」との関連についての基礎的研究

（大学演習講座）「陛界史」：青林書院）

○ 世界史像形成のための地図・年表の総合的取扱いについて

（総合世界史地図：正進社刊）

○ 高校における国際理解と国際協力のための問題点の研究

（近刊：文部省「国際理解のための教育指導書」所収）

○ 中学校・高等学校における理科学習内容の関連について－とくに，

理科実験の能力・技能について，下記の項目につき高校1年を標準と

して，中学2年・3年の生徒レベルを調査（指導内容は炭酸同化作用・

ショウジョウバエを使った遺伝の実験）

1．実験を計画する能力 2．実験線作の技能 3．実験結果の整理

の能 力 4．実験結果の考察（処理）の能力

○ 理科実験の工夫について

1．生物教材における「生物電気」の取扱いについて

2．幻灯機を光の光源として利用する方法について

3．廻折格子の簡単な製作とその利用について

○ 中学校技術科が要求する生活の基礎技術の検討と，これが学年別配

0

0

0

0

0

当ならびに教材の選択について

技術科における生徒の個別指導について

幼児期における形態に対する認識の進化

日本文化とインカ文化の関連性

J．Sノマッハの教会及び一般カンタータ作品について

スライド製作による美術史の教育（フアン・アイク，フラマン，

印象派各篇。仏教彫刻篇）

○ 交友関係図からみた三か年の友達関係の推移と考察

「1959年度 教育研究報告（19幼年3月）」より
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1966（昭和41）年度

究

プ

研
一
語
語
学
会
術

レーノ

ダ

英
国
数
社
技

○

ユネスコ

人個○

山
昧
西
井
井
桑

野
乗
近

石
根

沢
道
島
沼
松
木
田

林

晴
五
大
松
高
上

中
秋
佐
明
坂

小
大
巻
員
∵
重
自
多

題童

高校英語基本必修文型の整理 一特に生徒の誤り易い文型－。

大学入試国語問題について。読書指導の方法。

中学高校を通じて集合，写像の指導について。

高校歴史教育における課題学習について。

技術科学習指導（本校における）について，一指導面の観点から－。技術科指導

における安全教育について。

「経済関係を中心とする国際理解の教育」。

LL使用の教授法。中学初学年における英語既習と未習者の観察。

副教材あるいは生徒個人読物の選考について。

中学高校における英語必修文型設定とその運用。

教科書等に見られる俗語表現。

国語古典における渡文法の研究。

集合教材の導入について。中学校の数学現代化に伴う指導課程。

本校中学数学の指導課程について。中学校二次関数の指導について。

微積分の指導について。

計算尺，計算器を使う計算指導について。測量指導について。

外国（特に英米仏独）における歴史教育の実状調査。

ロエステルの教育勅命主義への寄与。青木周蔵の筆記と憲法草案。

課題学習における発表者の学習効果ときき手の学習活動の工夫。

中学社会科歴史の課題学習について。

相対論の初歩，量子論の初歩をいかにして高校物理に定着させるか。

物理教材のストロボスコープの利用。

綿毛の伸長に関与する植物ホルモンの研究。

理科（特に中学）における科学的思考能力の促進をするための指導。

鑑賞用美術スライドの開発。

ベートーヴェンの交響曲全9曲のアナリーゼ，演奏，鑑賞。

「昭和41年度 校内研修会 第6回」資料より

1966年11月25日（金）地理登にて
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1967（昭和42）年度

校内研究テーマ

1．グルれプ研究

（英語科〉

（数学科）

（数学科）

（国語科）

（国語科）

英語速読訓練の方法。

高校数学のかノキュラム，特に数学Ⅰ，ⅡB，Ⅲの系列的教材配礼

中学3年と高校1年の数学教材の連絡と中学3年の内容充実について。

大学人試問題（国語）の研究。

読書指導の方法について。

（技術科，農学） 技術科における安全指導について。

（生徒部） 生徒指導の組織と運営について。

（ユネスコ委員会） 科学技術教育と国際理解・‥‥・人間と化学…‥・

（HR安貞会） 生徒会との関係強化による托R運営の実践的研究。

（体育科） 体育学習の管理に関する研究。

2．個 人 研 究

L．L．の教材研究（久保木）

英文速読力養成方法の研究（大西）

ARhetoricalStudyofEnglish
andAmericanHumour（大西）

付属釣場中学校における入試前英語既修者と未習者の比較観察（晴山）

高校1年「式と計算」の指導内容についての研究（大沢）

関数指導における写像の位置づけとその指導内容の研究（喜多）

中学1年数学（代数）教材への現代数学的思考の導入について（上条）

数学科における技術指導（計算器，測量）とその教科内での位置づけ（佐近）

中学国語教材における送りがな・ルビについて（桧井〉

中学社会科における課題学習（小沢）

世界史教育における歴史的概念の扱いについて（明石）

第一次産業特に農業学習の構造化と農業の地域性について（D．Ⅶbittleseyの地域区分批判の

立場で）（岡本）

国家，国家群と経済地域との関連について（岡本）

体育学習の管理に関する研究（大内）

生徒指導，特別教育活動の運営について（川畑）

高校保健における資料の効果について（深野）
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中学保健における自発学習のすすめ方について（深野）

鑑賞用美術スライドの開発（白木）

音楽史の詳細な授業（多田）

器楽の技術的向上，男性合唱の技術的向上（多田）

中学器楽用教材の研究（多田）

変声期に応じた編曲法（変声期分布調査）（多田）

学校物理の統計的考え方を導入するための予備研究（大道）

学校生括に於ける班活動（大道）

法助動詞の用法（中村）

「昭和42年度 校内研修会 第7回」資料より

1967年11月24日（金）会議室にて
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1970（昭和45〉年度 「1970年度第1回校内研修会（70．6．5）」資料より

研究分野 研 究 テ マ 教 官

国語科教育

社会科教育
ク

歴史学

郷土との関連から見た国語教材のあり方一主として古典およ 国語科（丸尾，石軌
び明治・大正文学について－ 勝軋高井，日野，

柾，枚井）

沢登学校教育をより効果的にするための日常研究目標

「倫理・社会」教育課程の実践的検討 林

青木周蔵の研究 坂 根

社会科教育

一ケ

国際理解教育

中・高校における「文化史」取扱い上の問題点 小 沢

ビザンツ史と世界史教育の関連 城 戸

東南アジアの自立について 神 藤

社会科教育

ケ

数学教育

ケ

ク

一ケ

〃

物理科教育

〃

理科教育
ケ

一ケ

ケ

〃

ケ

ク

体育科教育

ケ

保健体育

美術

プログラム方式による人口学習の検討 岡 本

中学校社会科カリキュラムの検討～基礎社会の実践研究 岡 本

教育機器の取り入れ方 数学科（佐近，中野，

大沢，喜多）

長野線型代数の指導計画について

・数学科の新しい指導内容の構成
佐 近

・計算静械の授業導入
佐 近

ペクいレを基敬とする図形指導の体系化について 星 野

物理教育に利用し得る東京都及びその周辺の施設について 巻 島

高校物理教育における「熱学」の内容展開について 大 道

中学校理科学習における淡組織の学習について 重 殻

遺伝学習における分子遺伝学の指導の実践的研究 貝 沼

理科実験の再編成について 牛 田

観察力の考察“ローソクの燃焼を用いで’ 福岡・大谷

キレ｝ト滴定の高校化学への教材化 福 岡

グループ実験の一つの試み“金属の化合物に関する実験” 福 岡

グループ実験指導の試み「ものの溶ける速さについて」 大 谷、

中学・高校における教材の選択と学習内容の系統化について 保健体育科（大内・坂

の研究 田一川畑・凍野）

体育における広報の研究 大 内

中1における身体発育・発達の考察 凍 野・曾 根

l．生徒の保健管理に関する研究（1）課外活動時における 曾根・採野

ケ

白木

生徒の疲労について

2．保健教育の評価に関する研究

スライドによる美術鑑餐教育

普楽

英語教育

農学教育

1．駒場の実状に即したクラス単位の音楽的かつ効果的な合 多田

英語科1．（晴山・久保

咽編曲法

2．駒場の実状に即した器楽曲の与え方

3．高校音楽の内容検討
4．生徒のしつけ

1．中学校段階における語い調査と研究

2．高等学校段階における語い調査と研究 木・小林）2．鑑味・

棉引・中村・大西）

岡村・佐野本校における栽培分野の中高一貫綺導について

生徒指導

′ク

本校の教育目標・教育方針案に生徒指導をどう位置づけるか 石 田

高校生徒会を中心にした高校生の自治活動の指導のあり方 大 道
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1977（昭和52）年度 来京教育大学附属駒場中高r学校要覧1977jより

（1）
国 語 科

社 会 科

数 学 科

理 科

保健体育科

芸 術 科

技 術 科

英 語 科

養 護

放送視聴覚

生 徒 部

ユ ネ ス コ

グループ研究

国語学習についての生徒の意識に基づく指導係糸の適正イヒ

中等教育における社会認識と主権者意識の形成について

創造的思考力を伸ばす教材とその指導法の実践的研究

理科教育における実験・観察の再開発研究

体育における学習内容，指導方法の科学化と六ケ年一貫のカリキュラムが生徒の発育

発達に及ぼす影響

芸術科における合同授業の研究と実践

技術科における効果的かつ安全な指導法の研究

中・高一貫カリキュラムとそれに応ずる教科書の開発

学級における保健指導

放送・視聴覚機器を利用した教育の現状調査

学夜行事に対する生徒の認識について

国際教育の理論と実践

官
官
官
官

数
教
教
教

究
田
根
藤
戸

畑
須
坂
神
城

個

科
科

1
1
1
1
－
一
■2′l

語
会

国
社

官
官
宮
官

教

教
教

教

戸

近
多

城
林
佐
喜科学

理

官
官
官
官
官

教
敦
教
教
教

藤
原
野
沼
沼

深
粟
長
只
見

科

牛 田 教 官

保健体育科

英 語 科

森欧外と日本の近代…‥…・……‥…・…………‥…‥‥近 代 文 学

明治20年代の政治外交史，文明開化論…・…………‥日本近代史

外国の地理教育について・………‥・‥・…‥……………地 理

ビザンツ帝国に如ナる政治理念と文化意識について…・…‥‥………・

西 洋 史 学

国際教育・平和教育の理論……………………‥‥…‥国際理解教育

主権者意識の形成にかかわる社会思想史学習………倫 社

電算機を使用する数学指導‥………‥………・・………教育 機 希

初等，中等教育における望ましい幾何教材の内容と

その位置づけ・……………‥…‥‥………………・……・幾

確率の教材研究‥…‥…・・………………・………・…‥‥確

日常会話の論理性について・…‥……・……‥…‥…・…論

創造的能力の構造分析とその指導法の研究…‥……・数

生物Ⅱにおける分子遺伝学の実験指導‥……………・生

学
率
埋
青
物

教

何

学

トウモロコシの遺伝の教材化・原生動物

枯草菌の教材化‥‥………‥‥…・…・……‥小・中・高の生物理科分野

理科学習調査・・…………‥‥…・…………………・……・学

福岡教官・大谷教官 高校科学における機器分析の利称……………‥化

大 道 教 官

官
宮

官

教
教

数

野
西

凍
大

辻

電磁気をどう扱うか 生徒の興味を引く

指導展開例……‥‥………‥……・l…‥………・……・…物

体育方法論とその計量的考察………・………………‥体

中・高6ケ冬一貫英語指導のあり方

特に教材のあり方‥……・…………・…‥…‥…………・英

文化系部活動の実践のあり方（中学語学部を例として）
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1978（昭和53）年度 筑波大学附属駒場中高将校要覧1978Jより

教 科 研 究

国 語 科 国語学習についての生徒の意識に基づく指導体系の適正イヒ

数 学 科

一ケ

理 科

社 会 科

芸 術 科

技 術 科

外 国 語 科

保 体 科

ク

養 護

六ケ年一貫カリキュラムと創造性との関連

創造的思考力とは何か

理科教育における実験・観察の再開発

社会科「社会」と本校社会科教育構想との関連

芸術科合同授業の研究と実践

技術・家庭科における個性，技能に適応した効果的な指導法の実践的研究

中・高一貫英語教材の開発

走り幅跳びの授業とその計量的考察

中学生における直立能力の発達

保健指導

個 人 研 究

篤

夫

久

郎

夫

久

忠
一

義
一
斡

悦

・ク

本

戸

根

幹

原

谷

岡

城

坂

林

粟

大

ク

・ケ

ク

ーク

大 道 明

月 沼 憲 兵

大 谷 悦 久

ク

地誌約数材と社会的認識の関連

ビザンツ帝国における政治意識と文化理念

国際教育の理論と方法

青木周蔵の条約改正交渉飽

民主主義の思想をどう数えるか

日常論理と数学的論理

揮発性物質の分子量測定について

化学クラブの現状について

化学Ⅱにおける熱力学取扱いについて

化学Ⅱにおける紫外可視分光光度計の利卿こついて

高校化学実験に浅如ナる赤外分光光度計を利用した実践的研究

熱教材の何をどう教えるか

生物Ⅱの拷導の実践的研究

OHPの演示実験での利用

学校教育放送（TV）の利用
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1979（昭和54）年度 r学校要覧1979jより

教科等のグループ研究

語
合
学

体
体
体
体

学
健
健
健
健

回
社
数
理
中
保
保
保
保

理

育
育
育
育

科 古典学習についての生徒の意識

科 社会認識調査

料 創造的思考力を伸ばす教材とその指導法の実践的研究

科
料
科
科
科
科

芸 術 科

技術・家庭科

英語（外国語科）

生 活 指 導

教 育 工 学

永田尊属会

理科学習調査

野外学習の効果的な指導法について

剣道の刀筋の指導に関する多変量解析による考察

特性を生かしたサッカーの学習指導

連動能力と眼機能の関係について

鉄棒運動の組合わせ技能と基礎運動能力等の関係について

芸術科合同授業の研究と実践

発想力・図による表現力・構成力の調査と教科の指導法について

中・高一貫カリキュラムに応じた教材研究

規律について

教育機器の効果的利用法

勤労に関わる体験学習について

ユネスコ校内資長会 国際理解教育

人
夫
夫
久
久
篤
夫
良
東
久
久
久
久
久
久
岡
雄
明
也
之
豊
弘
路
路
路
子
子
川
川
川

谷

城
城
坂
坂
同
乗
佐
長
大
大
大
大
大
大
大
福
大
白
連
中
辻
笠
笠
笠
曽
曽
貞
男
月

福

個
一
表
義
忠
幹

悦
悦
悦
悦
悦
悦
か
久

博正

戸
戸
板
根
本
原
近
野
谷
谷
谷
谷
谷
谷
悦
同
道
木
藤
村

順
腰
順
睦
睦
石
石
石

原
原
原
板
根
沼
沼
沼

学
学
育
育
育
育
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
覚
動
学
学
理
衝
楽
法
特
学
学
育
健
健
物
物
物

旨“㌦

r－】

研

雄久

究

日
日
地
数
数
数
化
化
化
理
放
ク

史史本本
醐
翔
紺
閥
学
学
学
科

聴暗視
プ

送
ラ
化

露
文
文
網
棚
鵬

化
物
美
音
英
語
英
英
英
学
学
生
生
生

英 括

ビザンツ帝国におけるCaesaro－Papismusについて

高校生の「平和」・「アジア」認識について

「お雇い外国人」

青木周蔵と日清戦争

系統地理における地域課避の扱い方

日常論理と数学的論理

計算機を使う数学指導について

代数・幾何統合カリキュラムの作成

高校化学実験における機器の実践的利用について

高校化学における熱力学の取扱い

高校化学における計算機の利用

新指導要領理科Ⅰの検討

視聴覚教材の効果的利用について

化学クラブにおける機器（汲．UV－ⅤIS．PHメータ）の利用について

高校化学における赤外分光々度計の利用について

今後の高校化学の指導についての研究

高校における原子物理の取扱いについて

「美術鑑賓教育の研究と実践」

「コダーイシステムによるソルフェージュと合唱の指導法の研究と実践」

理由を表す接続詞の分布（asに焦点をあてて）

部活動・クラブ活動における英語教育のあり方

“ANot80n也eEnch肌けess‡TigureinJoぬKeat＄Po¢吋’
「キーツにおける死の想念－Odeを中心にして－」

触or卜Passage－Reproductonでの効果的なヒントと英作文指導の研究」

r保健指導」について

学校における救急処置

形質転換（遺伝）

他の生産力測定（生態系）

カイコの配偶行動（生殖）
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1980（昭和55）年度 r学校要覧1981jより

① グループ研究

研究分野

国 語 科 現代の国語

社 会 科 社会科教育

数 学 科 数 学 教 育

理 科 理 科 教 育

保健体育科 体 育

ク

ク

芸
英

衡 科

語 科

生 徒 部

教育工学季長会

永田委展会

将来計画委員会

研人

靖
久
久

尾

名

僧

正
義
義

宕

ク

沢
根
根

登

氏
小
坂
坂

沢

〃

ク

〃

・ケ

術
育
導
学
験
ム

教
緒
工
体
パ

語
括
育
労
キ

ーノ

芸
英
生

教
勒

カ

究

研究分野

社会科教育

日 本近代史

日本近代史

〃

社会科教育

〃

▲ク

育

育
背

教
教
教

学
物
学

教
生

化

東
沼
久目

（
悦

野
川
谷

長
石
大

▲ク

岡
旛
明
∵
也
之
彰

福
久

博
正

谷
間
道
木
藤
村

大
福
大
自
逮
岡

ク

ケ

〃

育
育
背
骨

教
．
教
政
教

科

理
解
楽
衡

物
美
音
技

党
営
青
学

ケ
棚
学
政
文

針
統
語
米

放
交
英
英

久
兵
興

悦
喜
光

ケ

ケ

谷
沼
西

大
月
大

研 究 テ ー マ

中・高6か年を見通した「現代の撰語」の教材と指導体系の作成

中等教育における社会認級の発達と社会科カリキュラムの検討

創造的思考を伸ばす教材とその指導法の研究開発

理科の学習調査

鉄棒運動の風合わせ技能と基礎連動能力等の関係について

バスケットボールにおけるシュートチャン対巴振のための学習過程

運動能力と汲一頭部協同連動との関係について

合同授業の研究と実践（民衆芸術について）

6か年一貫教育のためのカリキュラム編成

本校生徒のルール意級

本故における教育工学のあり方

勤労にかかわる体験学習（永田による教育を中心にして）

駒場の将来構想に関する問題の研究

研 究 テ ー マ

本校中学生の歴史意識

お雇い外国人

青木駐英公使の条約改正交渉

戸田市史関係資料の蒐発と筆写

日本国憲法におけ為判例の研究

日本国憲法における法社会学的考察

所謂「教育権の限界」について

代数・幾何の統合的カリキュラムの研究

分子遺伝学の指導に関する実践的研究

化学Ⅰ生徒実験の改良

連想語法による学習調査

化学Ⅰにおける機器利用

高校化学の効果的指導法についての研究

高校物理における物質を含む教材の取扱いについて

中学・高校生の色彩曙好の変化について

コダーイ・システムによるソルフェージュと合唱の指導法の研究と実践

発想力・図による表現力・構成力の調査と技術科の指導法について

技術科の効果的学習指導について

マイクロコンピューターの利用

幼児・児童生徒の全人的発達

海外における外国語教育の実態の研究

英米随筆文学における「ヒューマー」の研究

（性，r学枚要覧l卵Ojにも同じ内容が掲載されている）
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1981（昭和56）年度 r学硬要覧1982jより

① プロジェクト研究

研究分野

現代の国語

社会科教育

数 学 教 育

理 科 教 育

一ケ

ク

育

育

育

導

学

画

数

敬

体

持

工

計

▲ク

語

衡

健

晴

育

来

英

芸

保

生

教

将

氏

松

城

坂

個

夫
夫

久

②
名
一
一
義

ク

ク

井

戸

根

研 究 テ
ー マ

中・高6か年を見通した「現代の国語」の教材と指導体系の作成

社会認級の発達と社会科カリキュラムの検討

創造性を高めることをめざした数学指導

学習調査とかノキュラム

新指導要領に基く理科のかノキュラム検討

三浦半島の地質調査と中三理科行事の再検討

6か年数育の望ましい教材

芸術科合同授業の研究ど実践

中高生の有機薬的作業能

中高校生の直立能力

本校における校外指導の実態と問題点

本校の教育工学のあり方

高校数育課程の改訂と中高一貫教育の再検討

人 研 究

研究分野

国 語

世界史教育

国 際 教 育

日 本近代史

．ケ

育

究

青

学

数

研

数

学

科

学

数

理

化

地

東

兵

久
一

喜

悦

英

野

沼

谷

田

長

月

大

牛

ケ

大 西 光 興

〃

佐 野 清

佐野清・岡村彰

ク

バ、沢 治 夫

教 育 実 習

英 語 教 育

英 文 学

技 術 科

技術家庭科

ケ

遊動生理学

研 究 テ
叩 マ

現代語の中に残存している上代語

ビザンツ帝国におけるカエサロパピズム

国際教育の理論と方法

お雇外国人

青木周蔵公使の条約改正交渉

創造性を伸ばす中高一貫カリキュラムの開発

分子遺伝学の実践的指導研究

高校化学実験における機器利用

地学学習調査

数育実習の適正化

中高一貫，英語教材の開発

英国随筆文学の研究

わが国における技術科教育の発展と，内容・方法

発想力，図による表現力，構成力の調査と技術科の指導法

技術家庭の効果的学習指導

永俣病患者における身体平衡機能
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1982（昭和57）年度 悸枚巽魔1粥3jより

① プロジェクト研究

研究分野

現代の国語

社会科教育

数 学 教 育

理 科 教 育

ク

育

育

膏

導

学

教

教

体

精

工

語

術

健

治

育

英

芸

保

生

教

研 究 テ ー マ

中・高6か年を見通した「硯代国語」の教材と指導体系の作成

中等教育における生徒の社会認識の発達について

創造性を伸ばす教材と指導法の実践的研究

校外学習（城ケ島）について

理科学習調査

6か年教育の望ましい教材のあり方

合同授業の実践と研究

持久力テスト定量的連動負荷法としてのSideStep運動の検討

本牧における生徒の生活と学業成墳との相関について

本校の教育工学のあり方
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②
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久

治
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野

原

同

道

沢

氏

長

霧

福

大

小

一ケ

〃

佐野清・岡村影 技

彰

豊

弘

久義

村

村

根

間

中

辻

坂

ク

衡

ク

ク

技 家 科

英 語 語 法

英 語 教 育

日本近代史

ケ

研 究 テ ー マ

社会の変動に対応する数学教育のあり方について

数学における創造的思考

中学校の地学の指導（城ケ島における地層と地質構造の指導）

化学の学習と生活体験

地球物理的現象の教材化

eye加adco・Ordina如nと連動能力との関係について

身体平衡機能のa如gについて

他8テーマ略

発想力，図による表現力，構成力の調査と技術科の指導法に
ついて

技術・家庭科の効果的学習指導について

語法の研究

中学英語クラブの道営の仕方

青木周蔵の駐米大便時代

埼玉県戸田市史史料集の編集（明治嶺）
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1983（昭和58）年度 r学校要覧1984jより

① プロジェクト研究

研究分野

国語科教育

社会科教育

数 学 教 育

理 科 教 育

保健体育教育

芸 術 教 育

英 語 教 育

生 活 指 導

教 育 工 学

氏

固イ②
名

城 戸 一 夫

坂 根 義 久

克

夫

兵

藤

斡

喜

久

野

原

沼

岡

長

乗

員

福

大 道 明

」、沢 治 夫

入 江 友 生

佐野清・岡村影

大 西 光 興

辻 弘

研 究 テ ー、マ

中・高6か年を見通した「現代の国語」の教材編成

渡良瀬川流域の実地見学による分野の統合

創造性を伸ばす教材と指導法の実践的研究

理科学習調査

形態と体力・連動能力との相関について

合同授業の研究と実践

新教育課程における申・高一貫した英語教育のあり方を求める

本校生徒の意識と行動の諸側面

教育機器利用上の問題点
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数
数

理

理

理

理

保
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体 育 教 育

技 術 教 育

英 語 教 育

国際理解教育

研 究 テ ー マ

ビザンツ帝国におけるCaesaropapismについて

平和教育のためのキッド作成

青木周蔵公使（駐英）の条約改正交渉

青木周蔵駐独公使の条約改正交渉と政治問題

地方史研究

社会の変動に対応する数学教育のあり方

数学的論理と日常論理について

遺伝の指導に関する実践的研究

化学実験（有機イヒ学）指導上の失敗例の分類とその対策

中学理科，野外学習について

波動硯象の扱いについて

中高生の最大パワー及び最大酸素負債の発達について

永俣病における身体平衡機能の生理学的特徴

エアロビック・フィットネス・エクササイズの運動強度及びそのト

レーニング効果

バスケットボールにおいて情動反応の自己調整力がゲームパフォー

マンスに及ぼす影響について

観点別学習状況の評価について

真のコミュニケーションに役立つ英語教育とは何か

日本ならびに日本の教育の他国の教師ならびに生徒による理解をど

のようにしたら深めることが出来るか（外国語教育との関連におい

て）
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1984（昭和59〉年度 将校要尉粥5jより

① プロジェクト研究

研究分野

国 語 科

社 会 科

数 学 科

理 科

保健体育科

技術・芸術科

英 語 科

教 務 部

生 徒 部

教 育 工 学

将来計画委

個
未
来

勝
夫

②
幹

久

治

鹿

野

岡

沢

栗

長

篠

小

ク

〃

曽 根一睦 子

研 究 テ ー マ

6か年を見通した現代国語の教材編成（小説）

叫実践と検討

社会認識調査に基く社会科絵合学習のための試案

…平和教育を主題として

創造性を伸ばす教材と指導法の実践的研究

理科Ⅰの興味と理解の調査

自転車エルゴメータパワーの発育発達に伴う変化

技術科及び芸術科目による同一テーマの給食学習に基く授業効果並びに問題点

中・高6か年一貫教育による英語指導

一英作文の誤答分析を主題として

教務関係の情報処理へのマイコンの利用法

高校生の学習実態調査

数務部プロジェクトに関するソフト開発

「附属学校教育方法等改尊経費」に基く研究課題並びに研究体制確定のための予備的

研究

育

究

敦

研
学

人
数

・ケ

理 科（化学）

学 校 保 健

連動生理（保健体育）

生理学（保健体育）

学 校 保 健

（r学校琴割に記載なし，教官会議配布資料より）

数学的創造力を伸ばす教材と指導法の実践的研究

社会の変動に対応する数学教育のあり方

一教師の意識調査一

化学実験指導上の失敗例の分類と対策

本牧における喫煙と飲酒の習慣について

自転車エルゴメータパワーと体力・連動能力テスト項目との関連

Nystagmusと平衡機能

学校保健の領域における相談活動に関する研究（全附連養護教諭部

会の全体テーマ）
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1985（昭和60）年度 r学校要箆1986jより

① プロジェクト研究

研究分野

国 語 科

社 会 科

数 学 科

理 科

保健体育科

技術・芸術科

英 冨吾 科

教 務 部

生 徒 部

教 育 工 学

将来計画安

国際理解教育研究

研 究 テ
一 寸

6か年を見通した現代国語の教材編成（小説）その3

一実践と検討
社会認識調査に基く社会科給食学習のための試案

一平和教育を主題として

創造性を伸ばす教材と指導法の実践的研究

理科学習調査とそれに基づくカリキュラム試案

中・高一貫6か年カリキュラムの検討（2）

技術科及び芸術科目による同一テーマの給食学習に基く授業効果並びに問題点

申・高6か年一貫教育による英語指導

一誤答分析をもとにした英語による表現力の育成を目指して
教務関係の情報処理へのマイコンの利用法

学校生活における問題について

教務部プロジェクトに関するソフト開発

「附属学枚教育方法等改善経費」に基く研究課題並びに研究体制確定のための予備的研究

異文化間理解の方法論的研究

② 個 人 研 究（r学校要覧jに記戟なし，教官会議配布資料より）

を 井
一

夫 国 語 学 「あはれ」の語義の時代的変遷

磯 田 正 美 数学教育学 ・関数の認識段階についての研究・数学化についての研究

長 野 東 数 学 教 育 社会の変動の対応する数学教育のあり方

大 谷 悦 久 理 科（化学）ガスクロマトグラフィー，流体クロマトグラフィーを用いた化学実験の再検討

大 谷 悦 久 高校理科打ヒ学）UseofModem血s紬nentsin払eChemistryClossofHigbSc壬100l

高 橋 宏 和 理科（地㌢縫物学〉PaleontologicalStudyof血8Mio掟neÅrcid－Pol弧IidI了atlnainJapan

岡 崎 勝 博 保 健 教 育 保健科教育における認識のつまずきについて

」、沢 治 夫 特 殊 教 育 発育発達期における先天眼振と体力・連動能力との関係

深野明・小沢治夫－
打保健教育

飲酒，喫煙に関する実態と生徒の認識

入江友生・岡崎膠樽増発膏発達 本校生徒の体力・連動能力の縦断的研究

合 田 浩二拶 臥体 力 本校生徒の脱彼の動態と遜動経験の関係

大 西 光 興 英 語 教 育 中学生に適する英語辞書のあり方一使用者と製作者の両方の立場からの考察

加 藤 裕 司 英語教育法 英語教育におけるCAIの可能性について

長谷川 和 則 英 語 教 育 口頭での概要・要点の発表一自己表現力の育成をねらって－

栗 原 幹 夫 数 学 教 育 複線型の指導について

凍 瀬 幹 雄 数 学 教 育 確率統計の指導法

貝 沼 書 兵 教 科 研 究 遺伝子観みかえ実験の教材化

城 戸
一

夫 歴 史 教 育 ビザンツ帝国における政治理念と文化意識

城 戸
一 夫 国 際 教 育 平和教育に関する理論的・方法論的開発
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1986（昭和61〉年度 r学枚巽箆1987jより

① プロジェクト研究

研究分野

国 語 科

社 会 科

数 学 科

理 科

保健体育科

技術・芸術科

英 語 科

教 務 部

生 徒 部

将来計画委

国際理解教育研究

研 究 テ ー マ

6か年を見通した現代国語の教材編成（小説）

Ⅶその実伐と検討
社会科給食学習の展開をめざして

－平和教育を軸とする社会科学習の見通し
創造性を伸ばす教材と指導法の実践的研究

理科学習調査及び理科校外学習

中・高一貫6か年カリキュラムの検討（2）

技術・芸術科合同授業の研究と実践

中・高6か年一貫教育による英語指導

一誤答分析をもとにした英語による表凍力の育成を目指して

（1）中学校入試方法の改尊 （2）教育課程の改善

学校生括と校外での学習一塾と学校生括

（l）新館建設と本校の教育

（2）中期計画の立案と関連特別委農会への協力

異文化間理解の方法論的研究一言語と民話と素材として

② 個 人 研 究 （r学校寮監jに記載なし，教官会議配布資料より）

磯 田 正 美 数 学 教 育 数学化と思考水準論，特に永準の評価法の開発

1．事例として，特に思考水準について関数指導の検討

2．事例として，特に数学化について図形指導の検討

佐 藤 和 孝 ク

l．多面体を用いた空間図形の教材化の研究

2．パーソナル・コンピューターを用いた授業システムの研究

長 野 東 〃 数学教育の目標に関する教師の意識調査

溌 瀬 幹 雄 ノケ 確率統計におけるコンピューターの利用について

高 橋 宏 和 理 科（地学） 1．本邦申新統産内湾性貝類化石の分類学的再検討

2．茨城県常陸太田地域の鮮新統久米層産月化石群集

福 岡 久 雄 理 科 教 育 化学教育におけるエネルギー資源の指導

岡 崎 膠 博 保 健 体 育 l．健康問題に関する子どもの認識・思考方法の究明

2．本校生徒の飲酒・喫煙に関する研究

パ、沢 治 夫 一ケ 1．Tr8atmentOfNystagmusbyAcupunctwe

2．斜視と頭位の異常

2′．先天眼振をもった児童・生徒の体力・運動能力

3，コンピューターを利用した新しい保健体育の授業の開発

曽 根 睦 子 学 校 保 健 学校保健領域における相談活動

加 藤 裕 司 英 語 教 育 英語教育法一英語教育におけるCAIの可能性について

久保水 滴 ケ 英語による自己表現上の問題点の解明とその効果的解決法の探求

辻 弘 ク 英語による自己表現上の問題点の解明とその効果的解決法の探求
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大 西 光 興 ク 英語による自己表現上の問題点の解明とその効果的解決法の探求

中 村 豊 〃 現代英語に於ける関係代名詞wh－およびthatの使用区分・頻度の調査

ー現行教科書の記載内容の適否の見直し

探 野 明 保 健 体 育 1．保健学習におけるわかり分と教材開発について

2．体育実技におけるわかり分と教材開発について

入 江 友 生 ク 体育祭道営へのコンテインジェンシ∴理論の応用と実践について

大 道 明 理 科 教 育 1．高校物理教育への新教材の導入についての検討

2．パソコンの物理授業への導入に関する勉強

小 林 汎 社会科教育 1．地理教育における平和の扱い方につし、て

2．中学校世界地理先習のあり方をめぐって

3．世界地理学習における東南アジアの扱いについて

増 渕 徹 社 会（歴史） 1．平安前・中期の地方行政監察別に関する研究

2．平安朝儀式の研究

城 戸
一

夫 社 会（歴史） 1．ビザンツ帝国におけるCaesar叩apismについて

2．国際教育における諸領域の編成について
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1987（昭和62）年度 r学枚要覧1988jより

① プロジェクト研究

研 究 分 野 代表者 研 究 テ マ

国語科

社会科

数学科

理科

（石川希爾）

（宮崎牽）

（佐藤和孝）

（大谷悦久）

中高6ケ年を見通した現代国語の教材編成（説明文・論説文評・論

文）■（4年計画の1年次〉

平和教育の今日的課題と実践一閃発の問題を中心に－3年計画の1

年次）

情報化社会に対応した創造的教材・指導法の実践的研究（5年計画

1年次）

中・高一貫かノキュラムの作成（6年計画の6年次）

保 健・体 育 科 （バ、沢治夫）自転車エルゴメータパワーの発達に伴う変化（3年計画の3年次）

技 術・芸 術 科 （遠藤正之）技・芸術科合同授業の実践と研究

英 語 科 （中村 豊） 中高連携をとらえた教材開発（多年次）

教 務 部 （林幹一郎〉期末・特考のコンビュー、夕処理プログラムの改良（単年度計画）

生 徒 部 （鈴木倍好） 生徒の飲酒・喫煙の実態と意識（単年度計画）

将来計画検討委農会 （岡本患篤） 新野構想に関わる研究（単年度計画）

② 個 人 研 究

氏 名 研 究 ア マ

石 井 正 己 l，伝承と教育（1） 2．柳田国男の国語教育論（l）

バ、林 汎 1，高校地理の現代社会的内容の扱い 2．地理教育での平和の扱い

3．中学，日本地理の学習における地域調査，レポート作成の方法

増 渕 徹 1．平安時代の儀式成立史の研究 2．平安中後期の地方行政の研究

井 上 正 允 l，中学校における数学・美術の倉科授業試案

2．中学校における量の指導一途度を中心に一

高 橋 宏 和 1．潮間帯月化石群集の古生態学的研究 2・埼玉県寄居町の中新世月化石群集

稲 同 債 之 l．中学英語における自己表現

加 藤 裕 司 1．英語教育法一英語教育におけるCAIの可能性について

久保野 雅 史 1．前置詞of再考

熊 井 倍 弘 l．Task形式の聴き取りテストと聴き取り能力の評価について

2．文法項目別にまとめた例文集の作成

長谷川 和 則 l．読みの指導一パラグラフを単位として－

岡 崎 勝 博 1．生徒の健康に関する情報の分析 2．飲酒・喫煙に関する実態と意識調査

バ、沢 治 夫 1．姿勢制御に及ぼす眼球運動糸の影響

2．頸筋入力が眼球連動系に及ぼす影響について

3．無酸素パワー・有酸素パワーにおけるトレーナビリティについて

合 田 浩 二 1．最大パワー向上のためのトレーニングプログラム

曽 根 睦 子 1．学校保健領域における相談話
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1988〈昭和63）年度 r学校要覧1989jより

① プロジェクト研究

研 究 分 野 代 表 者 研 究 ア マ

国 語 科 （石川祐爾） 中高6ケ年を見通した凍代国語の教材編成

叩説明的文章・論説・評論一その2

社 会 科 （城戸 一夫） 開発教育の研究

肘平和教育の各論的研究－（第2年次）

数 学 科 （磯田 正美） 情報化社会に対応した創造的教材・緒導法の実践的研究

（5年計画の2年次）

理 科 （石川 秀樹） 視聴覚機器・コンピュータ等の利用について

保 健・体 育 科 （小沢 治夫） 発育発達期における自転車エルゴメーターによる螢大無酸素

パワーの研究（第3報）

技 術・芸 術 科 （土井 宏之） 芸術科合同授業の研究と実践

英 語 科 （熊井 信弘） 中高速務を捉えた自主教材の開発

ー筑駒nctureDic血n叩の作成－（3年計画の2年次）

教 務 部 （林 幹一郎） 教務関係（期末・特考など）のコンピュータ処理プログラムの改良

生 徒 部 （鈴木 億好） 生徒の学校への帰属意識の調査

将来計画検討委属会 （岡本 患篤） 新館構想に関わる研究

② 個 人 研 究

氏 名 研 究 ア マ

石 井 正 己 l．教科書にみる古文教材の検討一中高一貫教育の視座から－

磯 田 正 美 l．関数の発達段階に関する研究

2．コンピュータを利用した学習摘導についての研究

3．課題学習（和算）についての研究

小 沢 治 夫 1・取eaぬ1entOfNystag呵uSbyÅαpunCtWe

2．ウイングートテストによるパワー発揮に関する研究

3．眼球遊動が姿勢制御に及ぼす影響

加 藤 裕 司 l．英語教育におけるCÅⅠの可能性について

2．高校における文法指導について

熊 井 倍 弘 1．ヒヤリング教材の開発とその評価

久保野 雅 史 1．語褒指導の改蕃～身近な物を表す名詞を中心に～

2．外国Å講師とのティーム・ティーチングのあり方について～高校生の英作文での展開～

3．文法・語法上の盲点～用例のデ｝夕・ペース化集の作成

」、林 汎 l．高校生における現代社会と世界地理の融合したカリキュラムの作成について

2．世界地誌学習における東ヨーロッパの扱いについて

3．世界地理学習における開発教育・平和教育の位置付け・取り扱い方について

高 橋 宏 和 l．本邦中新世潮間帯月化石群集の古生態学的研究
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1989（平成元）年度 （r学校粟別に掲載なし，研究部作成資料より）

① プロジェクト研究（1989年度）

研 究 分 野 代 表 者 研 究 ア マ

国 語 科 （石川 祐爾〉 中高6ケ年を見通した現代匡ほ吾の教材編成

一説明的文章・論説・評論≠（4年計画の3年次）
社 会 科 （城戸

一夫）
開発教育の理論化と教材開発

一平和教育の一環としての開発教育のあり方伽

疫 学 科 （青井 洋二） 情報化社会に対応した創造的教材・指導法の実践的研究

（5年計画の3年次）

理 科 （慣本 悟志） 視聴覚機器・コンピュータ等の利用について（2年次）

保 健・体 育 科 （小沢治夫） 発育発達期におけるアネロビック・パワーのトレーナビリティについて

技 術・芸 術 科 （遠藤正之） 芸術科合同授業の研究と実践

英 語 科 （久保野雅史） 中・高山景教育を土おけるLL学習指導のあり方を探る

＜3年計画の1年次＞

教 務 部 （採瀬斡旋） 教育課穣に関する調査・研究

生 徒 部 （大道 明） 処罰的拷導の有効性と限界

教 育 情 報 部 （加藤裕司） 期末処理ソフトの改革について

② 個 人 研 究 （l粥9年6月19日現在）

氏 名 研 究 主 題

石 井 正 己 伝承文学教育の課題（2）

井 上 正 允 オ｝プン・スペースの利用法－…数学の課題学習の展開

大 道 明 コンピュータの授業への導入について（物理）

岡 崎 勝 博 ＜1＞体育授業時の運動量の計測（文部省科学研究奨励螢8）

＜2＞生徒の保健情報の分析

＜3＞授業書方式による保健の教材化

岡 村 彩 題材による生徒の関心度の変化について（技術）

カ、沢 治 夫 ＜1＞姿勢制御における頸筋の役割について

＜2＞AcuplmCtぴeの作用磯序について－－－一特に頸筋において

＜3＞遊動能力とSm00血F∬SuitEyeMovementの関係

＜4＞「数理科学によるスポーツサイエンス」の授業への応用

＜5＞VingateAnaerobicTestにおける萱適負荷億について

＜6＞衝動性眼球連動と姿勢制御の神経連関

貝 沼 喜 兵 ＜1＞観換えDNA技術の教材化

＜2＞バイオテクノロジーの高校生物の教材化

加 藤 裕 司 LL授業における機器の効果的利用について

城 戸
一

夫 ＜1＞1946年以降の“Byz弧拉niscbeZeitscbri打’及び“Byz弧血n”のデータベース化

＜2＞開発教育の思想と理論一一…＜国際教育＞の体系化をめざして
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菊 地 浮 ＜1＞新学習指導要領と中学・高校連関をふまえた理科教育法の研究

＜2＞境界領域における化学的分野の指導法

久保野 雅 史 身近な語彙の指導－－－－筑駒PictweDic如n訂yの作成

熊 井 侶 弘 ＜1＞英語のコミュニケーション・ゲーム……中学英語におけるコミュニケ～ション活動

＜2＞生徒のリスニング能力を高めるためのタスクリスニングの研究とその教材作成

熊 倉 啓 之 数学の課題学習の展開一－－－オープン・スペースの利用

小 林 汎 ＜1＞社会科における地理教育の役割再考－…一高枚社会科「解体」を検討する

＜2＞「社会科教育法」のあり方について－…現場サイドからの再検討

＜3＞教農養成大学における「地理学研究」のあり方について

一塊場サイドから構想すると

駒 野 諷 ＜1＞数学理解のための認理的研究

＜2＞幾何教育の歴史的変遷についての研究

鈴 木 晴 夫 ＜1＞統計教材の活性化…一新しい統計教材の開発を目指す

＜2＞関数についての指導法－－一－2次関数を中心にして，中・高の連関を考える

＜3＞新学習指導葵領の研究

曽 根 睦 子 ＜1＞学校における集団を対象とした保健指導

＜2＞高校生への集団を対象とした保健指導

高 橋 宏 和 ＜1＞新第三紀・中新政の潮間帯月化石群集の古生物学約研究

＜2＞Vicarya属の分類学的再検討

辻 弘 東南アジア諸国の初等中等教育に如ナる日本理解教育の推進

中 村 豊 関係代名詞ぬatとwね0・Wぬom・W払cわの使用区分の実態調査－

…中学での関係代名詞指導法の再考の資料として
長谷川 和 則 P紆agrapbw山ingの指導法

深 瀬 幹 應 ＜1＞確率・統計におけるコンピュータ利用の可能性

＜2＞確率実験の開発

福 岡 久 雄 ＜1＞物質を構成する凝子概念の形成に関わる指導法の実践的研究

＜2＞高等学校理科化学の学習指導要領の改訂に関わる調査研究

丸 浜 昭 ＜1＞近・現代史を視野に入れて，日本前近代史をどう授業するか

＜2＞15年戦争史の学習と教材化の研究

宮 崎 牽 ＜1＞日本の敗戦と民衆意識

＜2＞戦後日本の繁栄と青田茂の役割

＜3＞731部隊と米軍の諜報活動
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1990（平成2）年度 r学校要覧19列jより

① プロジェクト研究

研 究 分 野 代 表 者 研 究 ア マ

国 語 科 （石川祐爾） 中高6ケ年を見通した現代国語の教材編成

一説明的文章・論説・評論－（4年計画の4年次）
社 会 科 （小澤富士男） 開発教育の研究

ー平和教育の各論的研究～（5年計画の3年次）

疫 学 科 （井上正允） 情報化社会に対応した創造的教材・指導法の実践的研究

（5年計画の4年次）

理 科 （高橋宏和〉 新学習指導要領の取り扱いについて

一課題研究を中心として－（3年計画の1年次）

英 語 科 （辻 弘） 中・高一景教育におけるLL学習指導とカリキュラム編成

保 健・体 育 科 （パ、沢治夫） 発育発達期における無酸素的パワー

一特に脚伸展パワー・自転車駆動パワーについて仰
技 術・芸 術 科 （土井 宏之） 芸術科合同授業の研究と実践

生 徒 部 （大道 明） クラブ指導の実態と問題点

教 育 情 報 部 （加藤裕司） 成斌処理プログラムの改善

教 務 部 （深瀬幹雄） 時間割作成のコンピュータ化の可能性

国 際 教 育 （長谷川和則） 国際教育の理論化と教育の実践

社 会 科 B （丸浜 昭） 永田学習も視野に入れた地理・歴史共通テーマ「食糧と農業を

考える」の授業案践

英 語 科 B （谷口 幸夫） 語褒指導，テスティングを中心にした指導技術の研究と実践

② 個 人 研 究

氏 名 研 究 主 題

石 井 正 己 伝承文学教育の課題

石 塚 修 西鶴における先行文芸の受容の在り方

井 上 正 允 中学校数学の課題学習について

入 江 友 生 個人差に応じたバスケットボールの効果的な学習指導について

個人差に応じた持久走の効果的な学習指導について

大 道 明 高校物理における電磁気教材の再検討

授業へのパソコン導入の試み－シュミレーション，測定希具として

パ、沢 治 夫 WingateAraerobicTestによる無酸素パワーの発育発達に伴う変化について

（縦断的研究）

姿勢制御における頚巌の役割について

高等学校における保健科教育の現状と課題
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貝 沼 喜 兵 組換えDNA技術の教材化に関する研究

バイテリオファージの教材化に関する研究

アカバンカビの教材イヒに関する研究

加 藤 裕 司 アナライザ｝を利用した発音指導の実践

城 戸
一

夫 1946年以降の“Byzan血ischeZeitscbriぎt”及び“Byzantion”のデータベース化

世界史教育論の動向に関する再検討一進歩史観・西欧中心史観・近現代中心主義

批判を中心に

国際比較教育学会の設立に伴う国際教育の基礎概念の形成

久保野 雅 史 身近な語褒の補強一筑駒PictぴeDictionaryの作成

オーラル・コミュニケーション能力の育成のための中高連携の指導

熊 倉 啓 之 中学数学における課題学習の教材開発

古 賀 敦 子 効果的なspe奴ing，1ist飢ing能力の開発をめぎして一TbrougbPhonics

パ、林 汎 EC加盟後のスペイン経済の変化及び民衆の生活の変化について

申2の校外学習（東京の地域研究）の方法の検討

新学習指導要領の問題点及び今後の地理教育のあり方につレミて

佐 藤 和 孝 準正多面体を中心とした多面体の教材化

コンピュータによる数億計算を用いた指導

鈴 木 晴 夫 新学習指導要領の検討

「数IJ「基礎解析」の関数教材の指導法について

統計教材の活性化

須 藤∧ 敬 中学古文教材に「御伽草子」を用いることの可能性

中世軍記物語諸本論

曽 根 睦 子 学校における集団を対象とした保健指導－やる気を育てる保健指導の展開

学校における集団を対象とした保健指導一宿泊を伴う故外指導時の保健指導

学校における集団を対象とした保健指導一体育的行事に関する保健指導

高 橋 宏 和 本邦新生代産潮間帯貝化石の古生態学的研究

谷 口 幸 夫 LLにおける映像資料の活用法とその効果

入門期における語免指導について叫BINGOを使って

中・高校におけるテスティングのあり方について

土 井 宏 之 陶土による立体造形の制作及びエ芸教育への応用研究

中 村 美 穂 歌やゲームを取り入れた英語指導のあり方

福 岡 久 雄 高等学校理科（化学）学習指導要領に関わる調査・研究

凍 瀬 幹 雄 授業に生かす確率実験

高校における統計教材

丸 浜 昭 戦後史をどう教えるか

中学生の歴史学習－「疑問」を育て，考える力をどうのばすか

（注r学校要覧1990jにも同じ内容が掲戟されている）
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1991（平成3）年度 r学夜宴覧1992Jより

① プロジェクト研究

研究プロジェクト名 代表者 構 成 農
、研

究 テ ー マ

国語科研究プロジェクト 須藤 敬 石井 正己・石川 祐爾 中高6か年の古典教材の研究
石坂 修・盈谷 健

鈴木倍好・関口隆一
ーその予備的調査・研究（l／3）

社会科研究プロジェクト 小林 汎 岡本 忠篤・小澤富士男 開発教育の研究
城戸一夫・林幹一郎
丸浜 昭・宮崎 車

一字和教育の各論的研究一申／5）

数学科研究プロジェクト 鈴木 晴夫 井上 正允・熊倉 啓之 情報化社会に対応した創造的教
駒野 諷・佐藤和孝

城野正彦・深海幹雄
材・指導法の実践的研究（5／5）

理科研究プロジェクト 貝沼 喜兵 石川 秀樹・大谷 悦久 新学習指導要領の取り扱いについて
大道 明・立石宏和

濱本懐志・福岡久雄
（ガ3）

保健体育科研究プロジェクト パ、沢 治夫 入江 友生・岡崎 膠博 発育発達期における無酸素的パワー
合田

∴浩二・野井
真吾

一体構成との関連などについて
技術芸術科研究プワジユタト 市川 道和 遠藤正之・土井宏之

佐藤千博・鹿瀬、裕之
芸術科合同授業の研究と実践

英語科研究プロジェクト 加藤 裕司 古賀 敦子・久保野雅史 中・高一景教育におけるLL学習
鈴木文子・谷口幸夫
辻 弘・中村 豊

指導とかノキュラム編成（3／3）

教務部研究プロジェクト 鈴木 信好 熊倉 啓之・須藤 敬 新学習指導要領実施に伴う中高を
中村 豊・深海 幹雄 見通ししたカリキュラム編成

教育情報部研究プロジェクト 佐藤 和琴 市川 道都・入江 友生 校内事務のOA研究
久保野雅史・鈴木 文子

一成繚処理を中心として－

生徒部研究プロジェクト 艶谷 健 石川秀樹・バ、沢治夫

小澤富士男・貝沼憲兵
加藤裕司・曽根睦子

本校生徒の生活実態

② 個 人 研 究

教科 教官氏名 研 究 ア マ

国語 石井 正己 ①伝承文学教育の課題
③古典文学教材研究

須藤 敬 ①中位軍記物語における換籍受容
②中学古典教材の研究

社会 パ、澤富士男 「持続可能な開発」と地球社会

城戸 一夫 ①1946年以降の“Byzan触scbeZeits血げt”及び“滋yz弧tion”のデータベース化
⑦世界史教育方法論再考一束洋史の時代区分論・歴史教育における近現代中心主義批判
③開発教育の思想的基盤と理論－「国際教育」の体系化をめざして

パ、林 汎 ①地理教育における開発教育の位置づけと扱い方に関する実践的研究
②地球環境の問題を社会科教育でどう扱うかについての実践的研究
③大学における「社会科教育法」の再構成に関わる研究

丸浜 昭 ①「中学歴史」における15年戦争・戦後史学習一加害：被害・戦争賓任をどう扱うか
色歴史民族博物館・印旛沼・佐原地域の枚外学習における社会科課題づくり
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宮崎 牽 ①日本現代史研究（731部隊と生物化学兵器，アメリカ入を通して見る日本占領，

GHQの在日朝鮮人政策など
②日本史辞典項目の再検討一歴史研究の伸展と高校生利用の観点から

数学 井上 正允 ①課題学習の検討
③中高一貫カリキュラムについての考察

熊倉 啓之 高等学校における課題学習の実践的研究

駒野 誠 （D高三数学演習の指導内容と方法について

（参幾何教育のあり方について

佐藤 和孝 ①準正面体を中心とした多面体の教材化

（診コンピュータによる数倍計算を用いた指導

鈴木 晴夫 ①「平面幾何」の教材開発（新学習指導要領に関連して〉
②「2次曲線」におけるコンピュータの利用
③高等学校に如ナる「ベクトル」の指導（大学でのそれとの関連を考えて）

深瀬 幹雄 「日常の統計」の教材化

理科 石川 秀樹 ①生物を主体的に学ぶことを目的とした発表学習とその効果について
②免疫に関する教材開発

大谷 悦久 生徒が興味・関心を示す化学実験の開発

大道 明 パソコンの授業への導入（シミュレーションプログラムの改良を中心に）

貝沼 喜兵 ①観換えDNA技術の教材化（実験方法の簡便イ㍍ 実験材料の自給化）
（多選択課題研究の汚導と実践に関する研究
③高校生物におけるSTSプログラム教材開発

保体 岡崎 勝博 保健授業の「態度？？」作成に関する研究

パ、沢 治夫 ①回転振動法による中学生・高校生の身体慣性モーメント
③東京都内高校生における保健科教育の実態調査
③長期フォローによるNystagmusパターンの変化について

合田 浩二 ①発育期におけるAnaerobicPowerと体構成の経年的変化
②回転振動法による中学・高校生の身体慣性モーメント

野井 真吾 サッカーにおけるこれからめコーチング一日本サッカーの問題点と行方

技芸 土井 宏之 陶土による造形活動及び中学美術教育工芸分野への応用

英語 加藤 裕司 ①本校AV設備についてのまとめ
（参LL教育実践

久保野雅史 身近な語褒の補強一筑駒PictureDictionaryの作成

古賀 敦子 ①入門期における発音指導－フェニックスとジーズチャンツを通して
②授業活性化のためのゲームについて
③p訂agraphⅥ咄ngの意義について′

鈴木 文子 新指導要領オーラルコミュニケーションの教材と指導法の研究

谷口 幸夫 ①視聴覚教材のデータベース作り
②高校におけるテスティングの現状分析
③Ⅴね血g力の養成■

辻 弘 生涯教育としての外国語教育と国際理解の推進

中村 豊 接着形容詞（A血erentA句∝加e）の配列優先順位

養護 曽根 睦子 ①学校における集団を対象とした保健指導一実践から理論化へ
②学故における救急処置のあり方「救急体制と問題点
③着港数諭職制50年の歴史一子どもの健康美態と養護教諭の職務
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1992（平成4）年度 研究部作成資料より

① プロジェクト研究

研究プロジェクト名 代表者 構 成 員 研 究 テ
ー

マ

国語科研究 須藤 敬 石井 正己・石川 祐爾 中高6か年の古典教材の研究
プロジェクト 石像 修・墜谷 健

鈴木信好・関口隆一
ーその予備的調査・研究（3年計画の2年次）

社会科研究 丸浜 昭 岡本 息篤・カ、澤富士男開発教育の研究
プロジェクト 城戸

一夫・小林
汎

ー平和教育の各論的研究（5年計画の5林 斡一郎・宮崎 車 年次）

数学科研究 深嶺 幹雄 井上 正允・熊倉 啓之 創造的な教材・指導法の実践的研究
プロジェクト 駒野 誠・佐藤和孝

城野正彦・鈴木晴夫
一新教育課程実施に向けて－

理科研究 大道 明 石川 秀樹・大谷 悦久 新学習指導要領の取り扱いについて
プロジェクト 福岡 久膿・貝沼 憲兵

一課題研究を中心として－
立石 安和・濱本 悟志 （3年計画の3年次）

保健体育科研究
プロジェクト

岡崎 勝博 深野 明・小沢治夫
入江友生・合田浩二

保健授業における授業診断法の作成

芸術科研究
プロジェクト

土井 宏之 市川道都・遠藤正之
栗原重博

芸術科合同授業の研究と実践

英語科研究 谷口 幸夫 久保野雅史・加藤 裕司 中高一貫におけるオーラル・コミュニケーション
プロジェクト 鈴木 文子・寺田 恵一 能力の育成をめざした実証的研究とカリキ

辻 弘・中村 豊 エラム編成

教育情報部研究

プロジェクト

佐藤 和孝 加藤裕司・入江友生
久保野雅史・城戸一夫

校内事務のOA化に関する研究

生徒部研究
プロジェクト

盈谷 健 石川秀樹・石川祐爾
岡崎勝博・小沢治夫
曽根睦子・辻 弘

本牧生徒の家庭環境とその意識

② 個 人 研 究

教科 教官氏名 研 究 ア マ

国語 石井 正巳 （1）r源氏物語絵巻jを利用した源氏物語の学習指導の研究
（2）伝承文学教育の課題－r遠野物語jを読む－

石塚 修 （1）近世文学教材の開発 （2）随筆教材の読みの方法

須藤 敬 （1）中世古典教材について （2）中世軍記物語について

社会 城戸 一夫 （1）1舛6年以降の“ByzanぬischeZeitscbrげt”及び“蕃yz弧tion”のデータベース化
（2）世界史教育における「同時代史学習」の考察と実践一世界史教育方法論の研究②
（3泄界の先住・少数民族の研究－「国際教育」の各論的研究③

パ、林 汎 （1）地理教育における開発教育の位置づけと扱い方に関する実践的研究（継続）
（2）最近のヨーロッパ社会の変動と人々のくらしへの影響及び，新しいヨーロッパ

学習への試み

（3）新教育課程の実施にともなう新しい小学校社会科の指導に関する研究

丸浜 昭 （1）近代日本と朝鮮とのかかわりをどうとりあをデるか
（2）15年戦争・戦後史をどう教えるか

宮崎 寧 （1）アメリカ人を通して見る日本占領

（2）占領期におけるGHqの在日朝鮮人政策
（3）731部隊と生物科学兵器
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数学 井上 正允 （l）中学数学・課題学習について

熊倉 啓之 （1）高等数学における給食約数材の開発とその実践的研究
（2）中学生の文字に対する認知発達研究

駒野 誠 （l）中l課題学習のテーマ研究 （2）認知心理学と理解について

佐藤 和孝 （l）コンピュータによる数値計算を利用した指導
（2）プログラム電卓を利用した指導法

（3）準正面体を中心とした多面体の教材化

鈴木 晴夫 （1）r複素数平面jの指導内容及び指導法について
（2）徹・積分の指導について

凍瀬 幹雄 （l）日常の中の確率・統計教材

理科 石川 秀樹 （1）中3生態系分野における環境・環境問題をテーマとした授業案践
（2）高2選択生物分野における分子遺伝学の授業実践
（3）免疫のメカニズム

大谷 悦久 （1）興味・関心を高める実験の開発

（2）コロイド化学の検討

大道 明 （1）物理教育におけるコンピューターの利用について（特に力学，電磁気教材のシュミ
レーションに関して）

貝沼 喜兵 （1）巌換えDNA技術の教材イヒ

ーSTS教育の一貫として（l）：（2）
（2）Sa∝b訂OmyCeSの教材化について

（3）課題研究（選択生物）の実践的研究

高橋 安和 （1）本邦中新統産Telescopiwnについて

（2）化石ぬtむnididae（巻貝：ウミニナ科）の分類学約検討

福岡 久雄 （1）化学における粒子概念の指導について

保体 パ、沢 治夫 （l）スピード塑か持久力塑か，筋繊維タイプの決定とこれを応用した指導法
（2）Ⅴぬ紳eAnaerobic㌢owerTestによる無酸素的パワーの発育発達に伴う変化について
（3）スポーツと骨密度

合田 浩二 （1）発育期における最大無酸素パワーと体構成の経年的変化（第3次〉
（2）トレーニング機器を利用したリハビリテーションの症例研究

深野 明 （‡）保健「健康と環境」の内容構成について

仙社会の変化に主体的に対応できる能力の育成をめざす－

技芸 土井 宏之 （l）陶土による造形情動及び，中学校美術教育工芸分野への応用

英語 加藤 裕司 （1）本校におけるティームテ山テング

「本校AETとのティームテーテンダ実践報告

久保野雅史 （1）生徒と作るPictureDictionary一学校の話題を中心として－
（2）AV教材のデータベース化の試み
（3）本校視聴覚設備の問題点とその改孝 一視聴覚尊属会の指導を通して－

谷口 幸夫 （1）ライティング指導におけるフィードバックの効果とその限界
（2）オラール・コミュニケーションの指導について
（3）中・高一貫をふまえたテスティング理論と実践

寺田 恵一 （1）ASampieSy11ablエSfbr”oraiCommu山cationÅ’’

（2）英語指導導入期における指導法の改善について

養護 曽根 睦子
．（1）学校における開発・予防的教育活動としての「やる気」を育てる保健指導

ー歯科衛生士資格を暗かした口腔衛生指導叫
（2）学校における集団を対象とした保健指導

一保健指導の担当者と協力体制－
（3）国立大学附属枚における養護教諭の職務（全附逢着護教諭部会プロジェクト研究）
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資 料 闇

全附達高校部会研究大会発表一覧

1．全国国立大学附属学校連盟高等学校部会高等学校

教育研究大会開設分科会および当番校

2．本校からの各分科会での発表一覧
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1．全国国立大学附属学校連盟高等学校部会高等学校教育研究大会開設分科会

および当番校一覧

＜前 史＞

昭和29年5月26日に全国附連高等学校部会が成立。

昭和29年から31年までは、東京教育大学附属高の主催する研究発表に引き続いて附属高枚部会

の研究会を持つ。

昭和32年11月にお茶の水大学附属高を会場に理科の研究会。翌年33年には、名古屋大附高を会

場に理科と生活指導をテーマに研究会を開催する。

第23匝！大会より、主催は、全国国立大学附属学校連盟高等学校部会に、日本教育大学協会第三

部高等学校部会が加わった。

年 度 回 開 設 分 科 会 当 番 校 開催日

1959（昭和34） l 生活指導・ 国語・数学 東京大附 11／6．7

1960（昭和35） 2 生活指導・ 社会・数学 奈良女子大附 11ノ礼5

－1961（昭和36） 3 生活指導・ 社会・英語 東京教育大附駒場 11／17，18

1962（昭和37） 4 生活指導・ 保体一英語 金沢大附 11／1．2

1963（昭和38） 5 生活指導・ 保体・理科 東京学芸大附 11／8．9

19糾（昭和39） 6 生活指導・ 国語・理科 広島大附 11／13．14

1965（昭和胡） 7 生活指導・ 国語・数学・家庭 お茶の水女子大附 10／22．23

1966（昭和41） 8 生活指導・ 社会・数学 大阪学芸大附 10／21．22

1967（昭和42） 9 生活指導・ 社会・英語 東京教育大附 10／27．28

1968（昭和43） 10 生活指導l 保体・英語・美術 京都教育大附 10／25．26

1969（昭和叫） ll 生活指導・特別・保体・理科・美術 東京大附 1C佗4．25

1970（昭和45） 12 生活指導・一特別・国語・理科・音楽 広島大附福山 10／30．31

1971（昭和46） 13 生活指導・特別・国語・数学・音楽 東京教育大附駒場 10／29．30

1972（昭和47） 14 生活指導・特別・社会・数学 名古屋大附 10β7．28

1卯3〈昭和鵬〉 15 生活指導l特別・社会・英語・美工 東京学芸大附 10／26．27

1974（昭和49） 16 生活指導・あり方・保体・英語・英二 奈良女子大野 1即24．25

1975（昭和50） 17 生活指導・あり方・保体・理科・家庭 お茶の永女子大附 10β4．25
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年 度 回 開 設 分 科 会 当 番 校 開催日

1976（昭和51） 18 生活指導・あり方・国語・理科 金沢大附 10β2．23

1977（昭和52） 19 生活指導・あり方・国語・数学 東京教育大附 lW2臥29

1卯8（昭和53） 20 生活指導・あり方・社会・数学 広島大附 10／27，28

1979（昭和54） 21 生活指導・あり方・社会・英語 東京大附 10β6．27

1980（昭和55） 22 生活指導・あり方・保体・英語 大阪教大附天王寺 10β4．25

1981（昭和56） 23 生活指導・あり方・保体I理科 筑波大附駒場 10β0．31

1粥2（昭和57） 24 生活指導・あり方・国語・理科 愛知教育大附 10／22、23

1983（昭和58） 25 生活指導・あり方・国語・数学・家庭・美工 お茶の永女子大附 10β1．22

1984（昭和59） 26 生活指導・あり方・社会・数学 金沢大附 10／26．27

1985（昭和60） 27 生活指導・あり方・社会・英語・普楽 東京学芸大附 10／25．26

1986（昭和61） 28 生活指導・あり方・保体・英語・音楽 奈良女子大尉 10／24．25

1987（昭和62） 29 生活指導・あり方・保体・理科 筑披大附 10／23．24

1988（昭和63） 30 生活指導・あり方・国語・理科 京都教育大附 10／21．22

1989（平成元） 31 生活指導・あり方・国語・数学・家庭・特別学習 東京大附 10β0．21

1990く平成2） 32 生活指導・あり方1社会・数学・コンピュータ 広島大附福山 lW26．27

1991（平成3） 33 生活指導・あり方・社会・英語・コンピュータ 筑波大附駒場 10／18．19

199之（平成4） 34 生活指導・あり方・保体・英語・特別学習 名古屋大附 10β3．24

1993（平成5〉 35 生活指導・あり方・保体・理科・コンピュータ 東京学芸大附 10β2．23

1994（平成6） 36 生活指導・あり方・国語・理科 大阪教大附天王寺

1995（平成7） 37 生活指導・あり方・国語・数学 お茶の永女子大附

1996（平成8） 38 生活拷導・あり方・社会・数学 広島大附

1997（平成9〉 33 生活指導・あり方・社会・英語 筑波大附

1988（平成10） 40 生活指導・、あり方・保体・英語 金沢大附

1999（平成11） 41 生活指導・あり方・保体・理科 東京大附

2000（平成12） 42 生活指導・あり方・国語・理科 愛知教育大附

さ001（平成13〉43 生活汚導・あり方・国語・数学 筑波大附駒場

（1992年度第34回大会終了時現在）
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資 料1鑑

本校教官の個人研究目録一覧

新 井 勇 治

石 井 正 己

石 川 秀 樹

井 上 正 允

大 谷 悦 久

大 道 明

岡 崎 勝 博

小 沢 治 夫

貝 沼 喜 兵

城 戸
一 夫

久保野 雅 史

」、林 汎

駒 野 試

合 田 浩 二

曽 根 睦 子

谷 口 幸 夫

寺 田 意

中 村
曲

鼠

探 野 明

丸 浜 昭

宮 略 章

（アイウエオ順）
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この個人研究目録の作成は，，92年5月25日の教官会議において研究部より提起し，9月

28日の教官会議にて担当（小林）より趣旨を説明し，教官各位に協力を求めて作成したも

のである。

作成理由の第一は，本校創立50周年（1997年がその年である）の前に，研究部の研究活

動の一環として，各教官の教育実践，研究活動を整理しておきたいと考えたことである。

第二に，筑波大学では1990年より 釘筑波大学研究業績』を毎年年報として刊行していくよ

うになったが，残念ながら附属学校教官の研究業績は掲載されていない。附属学校の教官

は，日常的には児童，生徒に直接かかわる教育活動が中心であるが，決して研究活動をし

ていないわけではない。逆に教育実践に根ざした，現場の教月でをければなかなか出来な

い研究活動を行っている。本校においても毎年『研究報告』を発行し，各教科等のプロジ

ェクト研究や個人研究を掲載している。さらに個々の教官は，それぞれが関係する学会や

研究会などでも活動したり，論文を発表している。こうしたことが筑波大学の研究業績と

して評価されないことは残念なことである。この際，自分たちの手で整理をしておくこと

も大切だと考えたのである。さらに，お互いの研究活動を知ることは，互いに刺激し合

い，互いに学び合えるのではないだろうか。本校の教育実践・研究活動の前進に役立てば

と思っている。

今回のこの目録は，書き方，掲載論文・著書等の取捨選択の基準をどにアンバランスが

ある。それは，提出されたものを，そのまま尊重し，あまり担当者の方で手を入れていな

いからである。初めての試みなのでお許し願いたい。今後，本校にあった目録が継続的に

作成できればと思っている。

今回は，新井校長を含めて21名の方々より協力をいただいた。以下掲載する。

（1992年12月現在）

○ 新 井 勇 ニ（校長）

学術論文（1984年以降）

1・ Structuralcharacterizationofamylopectinandintermediatematerialinamylomaizestarch

granules．，もabaetal．，Å監由．塾呈出．馳辺．，Vol．48，pp．1763，1粥4．

2・ HeaトStablecalmodulin－bindingproteininrattestis：Inhibitionofcalmodulin－Stimulatedcyclic

nucleotidephosphodiesteraseactivity・，Onoetal・，ム払出払，Vol．259，pp．9011，1984．

3・ Establishmentofe恥ceintp血色cationmethodand紬rぬercb訂aCterizationof32Kcalmodulin－

bindingproteinintestis．，Onoetal．，よ盈皇血払，Vol．粥，pp．1455，1985．

4・ Sucrosesynthesisinca11uscultures・，Hisajimaetal．，幽艶弧遜過払，Vol．27，pp．74，1985．

－208－



5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

サゴ澱粉の褐変に関与するポリフェノール化合物，岡本 他，農地孟，59巻，1257

頁，1985。

Physiologicaldi恥rencebetweenonglnalandlactose－adaptedcellsofJapanesemornlng瑠lory・，

His如imaetal・，£奴丑鎚£地主追払，Vol．2，pp．52，1985．

Flavansfromthepithofsagopalm・，Ok弧OtOetal・，地・鮎・£短辺・，Vol．50，pp．1655，1986．

S加Ctural鮎tu托SOfamylomaizestarch：ComponentsofAmylon50starch・，Babaetal・，よぉ

畠芯・地畠由．，Vol．34，pp．196，1987．

Decreaseiniodinebinding叩aCityofpotatoamylose（AmyloseV）duringits β一amylolysis．，

Babaetal・，よ迦・畠追・畠迩虫5由．，Vol．34，pp．211，1987．

馳uctural鮎turesof弧ylomaizestarcb：ComponentsofAmylon70starch，Babaetal・，よよ訟．

畠匹・鮎㌫虫鮎皇．，Vol．34，pp．213，1粥7．

Tissuespeci氏cityofcalspemin：Aheat－StableMr32，000calmodulin－bindingprotein・，Onoetal．，

△㌫虫・塾出払・塾感泣盗．，Vol．255，pp．102，1987．

Introductionofearss免・Ommaizeseedsinv血oandplantr8generation触）mOV血esofun氏如ized

ears・，HIs勾imaetal・，地・迦盛．8退塾．，Vol．51，pp．583，1粥7．

Microplantpropagationofdceplant・，His由imaetal・，ぬ謎払・£地．A鑑．，Vol．31，pp．12，1987．

Masspropagationofgiantipiトipilinvitro・，比s如imaetal・，お払ム地蝕，Vol．31，pp．249，

1987．

Isolationandcharacterizationofthe36∵kDaD－mannOSe6－phosphatereceptorfromporcinetestis．，

Babaetal・，地盤．星組．，Vol．177，pp．153，1988．

取eparationandapplicationofapentamannosylmonophosphatebovinesenユmalbumincoI勺ugate・，

Babaetal．，地虫．盈鎚．，Vol．177，pp．163，1988．

Pa托ialpud缶cationandsomeprope托iesofpolyphenoloxidases打omsagopalm・，Okamotoetal・，

地．皇皇盛．8追払．，Vol．52，pp．2215，1粥8．

Activationofboarproacmsinisef托ctedbyprocesslngatbothN一肌dC－teminalportionsofthe

ZymOgenmOlecule．，Babaetal．，空≧漫Sお出．，Vol．244，pp．132，1989．

prim紆yStruCtureOfbumanproacrosindeduced鉦omitscDNAsequence．，Babaetalり 望望追

お出．，Vol．244，pp．296，1989．

Nucleotidesequenceofthemaltote打aohy血01asegeneたompseudomonassaccharophila．，Zhouet

れ 望辺造出滋．，Vol．255，pp．37，1989．

Ac拉vationandmaturationmech弧ismsofboaracrosinzymogenbasedon血ededucedpdm肝y

StruCture．，Babaetal．，ま．鮎．8過払．，Vol・264，pp．11920，1989．

Proacrosinactivationinthepresenceofa32－kDaprotein付omboarspematozoa．，Babaetal．，

地払．地．ぬ．地遜退．，Vol．160，pp．1026，1989．
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23． Micropropagationofcucumberplantthroughreproductiveorgancultureandsemi－aquaCultureof

托generatedplants．，Hisajimaetal．，よ由迎・ム地．金鉱，Vol．33，pp．1，1989．

24． 打opertiesofprimeトdependentstarchsynthesiscatalyzedbystarchsynthaseたompotatotube指．，

Babaetal．，Phytochemistry，Vol．29，pp．719，1990．

25． Prima叩S打uctureofmouseproacrosindeduced良omthecDN■Asequenceanditsgeneexpression

dudngspematgenesis．，Kashiwab訂aetal．，よ皇主監短辺．，Vol．108，pp．785，1990．

26・ Acrosin biosyntbesisinmeiotic andpostmeio官ic spermatogenic cells．，Kashiwabaraetal．，

池辺．墨皇地畠．ぬ．畠退塾迎．，Vol．173，pp．240，1990．

27・ Animprovedassayforβ瑠Iucuronidaseintransわmedcells：Methanolalmostcompletely

SuppreSSeSaputativeendogenousβ－glucuronidaseactivity．，Kos喝ietalり地鮎皇．，Vol．70，pp．

133，1990．

28・ S打uctu托ando瑠anizationoftbemou＄eaCrOSingene．，Watanabeetal．，よ．旦皇ぬ迎．，Vol．109，pp．

828，1991．

29・ Upsb℃amSequenCeSOfriceproliぬ●a血gcellnuclearantigen（PCNA）genemediateexpressionof

PCNA－GUSchiInericgeneinmedstemsoftransgenictobaccoplants．，Kosugietal．，地短近地

ぬ．，Vol．19，pp．1571，1991．

30・ Sequenceconservationof也ecatalyticreglOnSOfamylolyticenzymesinmaizebranchingenzyme－

ⅠりBabaetal・，遊戯由迎・蝕盛滋・ぬ追・£池辺払迫・，Vol．181，pp．87，1991．

31・ 托oper血sof血eenzymeexpressedby血e地避退由幽由maltotetmohyd王℃1asegene

幽山地出盛盛・，Zbouetal・，地政．基鎚．，Vol．233，pp．255，1992．

32・ L血cycleofpeanut（出違貞盛奴匹塩鮎追L・）plantinvitro．，Kachonpadungkittietal．，旦皇由

皇由ぬ・地迎．，Vol．56，pp．543，1992．

石 井 正 己（国語）

＜論文＞

1．「伝承文学教育の課題（1卜中1の学習指導と伝承文学資料集」

筑波大学附属駒場中・高「研究報告」第28集（1粥8）

2．「伝承文学教育の課題（2卜中3における訂遠野物語』の学習指導」

筑波大学附属駒場中・高「研究報告」第32集（1992）
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石 川 秀 樹（理科・生物）

＜論文＞

1．「高校生物Ⅱ（形質転換）の指導について」

2．

3．

4．

5．

筑波大学附属駒場中高「研究報告」第19集（1979）共同執筆

「他の生産力測定（第2報）－エネルギー固定寧を測定する試み－」

同 上 「研究報告」第20集（1980）共同執筆

「遺伝子概念の歴史的発展の実証的指導」

同 上 「研究報告」第21集（1981）共同執筆

「理科Ⅰの「遺伝」と選択生物の「遺伝子と形質発現」の指導内容とその関連性について」

同 上 「研究報告」第22集（1982）共同執筆

「『環境学習の指導実践』－中学3年生における課題研究の1例として」

同 上 「研究報告」第31集（1991）共同執筆

井 上 正 允（数学）

1．『たのしくわかる中学数学の授業1数と量』

銀林浩監修，高橋晋代との共著，あゆみ出版，1980

2．『意欲と発見で創る算数・数学の授業』

藤中悦雄編，石渡孝との共著，薮青田発研究所，1989

3．「筑駒」考

筑波大学附属駒場中高「研究報告」第30集1990

大 谷 悦 久（理科・化学）

＜論文＞

1．東京教育大学附属駒場中・高ユネスコ委員， 経済関係を中心とした国際理解教育，

ユネスコ委員会報告書，1986．3

2．重松・大谷他， 中学校・高等学校におけるエネルギー教育の現状と問題点， 東京教

育大学附属駒場申・高校研究報告15・16集（75～94），1977．3

3．福岡久雄・大谷悦久， 高校化学実験における赤外分光光度計の利用と実践－エステル生

成を中心にして， 日本理化学協会研究紀要9巻（72～73），1976，

東京教育大学附属駒場中・高校研究報告15・16集（95～112），1卯7．3

4．福岡久雄・大谷悦久， 高校化学実験における赤外分光光度計の利用と実践（2報），

東京都理科教育研究会発表集録17巻（46～49），1977．12，
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東京教育大学附属駒場中・高校研究報告17集（11～46），1耶8．3

5．福岡久雄・大谷悦久， 普通高校におけるIR利用と実践， 化学教育25－6，1977．1之

6．大谷悦久他理科教官， 本校生徒の理科学習状況について（中学）， 東京教育大学附属

駒場中・高校研究報告17集（47～86），1978．3

7．大谷悦久他理科教官， 理科学習調査（高校）， 東京教育大学附属駒場申・高校研究

報告17集（211～244），1978．3

8．大谷悦久， 化学平衡の研究， 高校理科研究，1978．6

9 福岡久雄・大谷悦久， 高硬化学実験における赤外分光光度計の利用と実践（3凝），

日本理化学協会紀要10巻（62～63），1978．8，

筑波大学附属駒場中・高校研究報告18集（267～282）（以下本校研究報告），1976．3

10．大谷悦久， 化学クラブにおける機器（況，UV－ⅤIS）利用について，

日本理化学協会紀要10巻（58～59），1978．8，

本校研究報告18集（283～292），1979．3

11．大谷悦久， フェノールフタレインの退色速度の測定一可視分光光度計の利用－， j

京都理科教育研究会研究発表収録18集（56～58），1978．11

12．巻島・大谷他，

13．石川・大谷他，

14．大谷悦久，

15．大谷悦久，

（183～196），

16．大谷悦久，

理科学習調査， 本枚研究報告18集（101～130），19乃．3

中学校理科校外学習， 本校研究報告19集（101～112），1980．3

揮発性物質の分子量測定， 高校理科研究，1卯9．4

化学クラブにおける機器（汲，UV－ⅤIS）利用について，本校研究報告19集

1980．3

生徒実験における磯券（況，UV－ⅤIS）利用， 東京都理科教育研究会研究

発表集録19集（40～43），1979．1ユ，

本校研究報告19集（173～182），1980．3

17．大谷悦久， 化学‡・工学習調査（科学研究費B）， 東京都理科教育研究会研究発表

18．

19．

20．

21．

集録20集（51～53），1980．11

大谷悦久， 生徒実験における磯券（Ⅰ，RUV，ⅥS）利用（2報）（科学研究費B），本

校研究報告20集（99～114），1981．3

大谷悦久・岡本裕巳， 中和滴定曲線の数式化について，

東京都理科教育研究会研究発表集録20集（39～41），1980．11，

本校研究報告20集（89～98），198l．3

大谷悦久他， 昭和55年度理科学習調査， 本校研究報告20集（17～34），1粥1．3

大谷悦久， 化学クラブにおける機器（吼UV－ⅤIS）利用について叫マイクロコンピュー

ターの利用－， 日本理化学協会発表集録（1981年度），1981．8，

本校研究報告21集（249～256），l粥2．3
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22・石川・大谷他， 理科Ⅰの各分野の指導計画について，本校研究報告21集（卵～152），

1982．3

23．巻島・大谷他，

24．石川・大谷他，

之5．石川・大谷他，

26．大道・大谷他，

中学校理科校外学習， 本校研究報告22集（174～194），1983．3

理科学習調査， 本校研究報告22集（143～174），1983．3

理科学習調査， 本校研究報告之3集（39～56），1984．3

本校生徒の学習実態についての調査， 本校研究報告24集（107～148），

1985．3

27．Y．OTANI，UseofModemIns加mentsintheChemistryClassofHigbSchoolt－UVandIR

Spectromete指，pHmeters，弧dMicrocomputers， 第8回国際化学教育会議8－ICCE（4c242申），

1985．8

28．大谷悦久， 題名は27に同じ，内容は若干異なる， 本校研究報告25集（之39～251），1986．3

29．石川・大谷他，

30．林・大谷他，

要9（123～138），

31．鈴木・大谷他，

中・高一貫カリキュラム， 本校研究報告27集（79～94），1988．3

研修による教師意識の変容に関する調査研究， 筑波大学学校数背部紀

1987．

飲酒・喫煙・交際・性に関する調査， 本校研究報告27集（147～208），

1988．3

32．林・大谷他， 研修による教師意識の変容に関する調査研究（2報）， 筑波大学学校

教育部紀要10（17～33），1988．3

33．石曽根・大谷他，東京都理科教育研究会化学専門委月， 興味関心を高める高校化学の授

業展開， 東京都理科教育研究会発表集録28巻（72～85），1988．3

34．石曽根・大谷他，東京都理科教育研究会化学専門委展， 興味関心を高める高校化学の授

業展開， 東京都理科教育研究会発表集録29巻（72～85），1989．3

35．大谷悦久， 生徒の興味関心を高める実験の開発一高校化学－， 筑波大学学校数背部

紀要12巻（229～238），19卯．3

36．大谷・小林他， 高校理科教育における基礎的・基本的事項， 筑波大学学校数背部紀

要12巻（63～7釦，1990．3

37．丹伊田・大谷他，東京都理科教育研究会化学専門委見

（Ⅰ），東京都理科教育研究会発表集釦0巻（74～83），

38．丹伊田・大谷他，東京都理科教育研究会化学専門委貞

（Ⅱ），東京都理科教育研究会発表集録31巻（76～84），

興味関心を高める実験と実践

1990．3

，興味関心を高める実験と実践

1991．3

く著作〉

39．石曽根・大谷他，東京都理科教育研究会化学専門委月， 興味・関心を高めるミニ実験

集， 東京都理科教育研究会化学専門委月会，1990．2

40．丹伊田・大谷他，東京都理科教育研究会化学専門委員， 興味・関心を高める実験数枚
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東京都理科教育研究会化学専門委月会，1992．2

41．小林・大谷他， 児童・生徒のわかり方とそれらに基づくCAI用教材開発に関する実践

的研究叫その3－（昭和63年度文部省特定研究）， 筑波大学学校教育部，1990．3

42．松岡・大谷他， 教育実習生の教授指導に関わる実証的研究一教生の発間の記録・分析を

通して－（その3）， 筑波大学学校数育部，1991．3

大 道 明（理科，物理）

1．「物理教育改革の試み－力学の授業を通じて－」

筑波大学附属駒場中高「研究報告」第10集（1970）

2，「物理教育改革の試み－熱学教材の分析を通して」

全附連高校部会第12回研究大会報告（1970・10）

3．「理科Ⅰ地学」と「選択物理」における万有引力の取り扱いについて」（高橋安和氏と共同

執筆）

筑波大学附属駒場中高「研究報告」第27集（1卵7）

岡 崎 勝 博（保健体育）

＜雑誌論文＞

1．「疾病の予防」野村良和 『体育科教育』31巻9号，10号，1983

2．「入間の性の特徴」山梨八重子 『学校体育』36巻9号，10号，1卵3

3．「イタイイタイ病（1）」「イタイイタイ病（2）」連載「授業藩」による保健授業の試み『体

育科教育』36巻1，2号，1988．1．2

4．「教科書のなかの体育理論」『体育科教育』36巻7号，1988．6

5．「健康と環境」『体育科教育』36巻9号，1988．8

6．「男の性と女の性」 釘学校体育』36巻16号，1988．12

7・「し尿処理と自然浄イヒ」連載・保健の授業を創る 『体育科教育』37巻9号，1989．8

8・「鎮痛剤はどこに効くのか？」『授業づくりネットワークj3巻12号，1990．10

9・「軒能割読めるかな」 軒授業づくりネットワーク』3巻15号，

10・「インフルエンザの予防」『体育科教育』37巻14号，19弧12

11・「教具を多用した保健授業」『学校体育』舶巻5号，1991．5

12．「環境によっておこる病気」『体育科教割39巻10号，1991．8

13・「保健室を健康チックのセンターに」『体育科教割40巻12号，

＜研究紀要＞
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14．

15．

16．

17，

18．

19．

20．

「保健担当教員の養成に関する研究一筑波大学の教育実習を中心に－」大塚正八郎編
隠

披大学体育科学系紀要』1982

「発育発達期における自転車エルゴメータによる最大無酸素パワーの研究」 隠披大学附

属駒場中・高等学校研究報告』第25集，1985

「中高六ケ年一貫カリキュラムの検討（第2報）」『筑波大学附属駒場中・高等学校研究

報告』第25集，1985

「中高六ケ年一貫カリキュラムの検討（第3報）」『筑波大学附属駒場中・高等学校研究

報告』第26集，1986

「発育発達期における自転車エルゴメータによる最大無酸素パワーの研究（第2報）」

『筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告』第27集，1粥7

「飲酒・喫煙・交際・性に関する調査」（生徒部）『筑波大学附属駒場申・高等学校研究

報告』第27集，1987

「本校生の学校生暗に関する調査」（生徒部）『筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告j

第29集，1989

21．「本校における体力トレーニングの取り組みとその成果について」 F筑波大学附属駒場

中・高等学校研究報告』第29集，1粥9

22．「発育発達期における最大無酸素的パワーの研究（第3報）－ウイングートテストと体構成

との関連－」『筑波大学附属駒場申・高等学校研究報告』第30集，1990

23．「教育実習からみた保健科教育の実態調査」『筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告』

第31集，1991

24．「脚伸展パワー測定装置を用いた発育期における筋出力に関する研究」 ㌻筑波大学附属駒

場中・高等学校研究報告』第31集，1991

25．「保健授業における授業診断法の作成の試み」（体育科） F筑波大学附属駒場中・高等学

校研究報告』第32集，1992

26．「筑波大学附属学校における保健・体育実践の現状と問題点－（1）永泳指導について－」

深野明他 『筑波大学学校教育部紀要』第13巻，1991

27．「筑波大学附属学校における体育実技の現状と問題点Ⅱ－水泳に関する児童・生徒の意識に

ついて－」深野明他 『筑波大学学校数育部紀要』第14巻，1992

＜著書＞

28．「生活設計」『学校保健実践事例集』 ぎょうせい，1981

29．「（14）腎臓病とその予防」「（18）がんとその予防」「4．採光と照明」森昭三編 『現代保健

学習・指導事典』大修館，1984．5

30．「第2章 健康と環境」「第3奉 職業と健康」深野 明他 『保健情報資料集』大修館書

店，1989．4
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31．「第2章4 イタイイタイ柄」保健教材研究会前 『続「授業書」方式による保健の授業』

大修館書店，1991．3

小 沢 治 夫（保健体育）

＜論文＞

1．「AbnormalstandingabilityinpatientsⅥ′ithorganopbosphatepesticideintoxication」

Ågressology，24：229～230，1983・2

2．「Thee恥ctofvibrationsonintensityofnystagmusandbodymovementJ Agressology，24：229～

230，1983．3

3．「StudyonabnomalbeadpositioninpatientsⅥ′ithcongenitalnystagmusJ Ag托SSOlogy，24：231～

232，1983．3

4．「持久力テストとしての多段階sidestep運動の検討」 筑波大学附属駒場中・高等学校研究

報告，第22集，199～207，1983

5．「持久力テストとしての多段階sidestep運動の検討一第2報－」 筑波大学附属駒場申・高

等学校研究報告，第23集，59～63，1984

6．「形態と体力運動能力との相関について（2）」 筑波大学附属駒場申・高等学校研究報告，第

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

23集，161～175，1984

「先天眼振における身体動揺について」 眼科臨床医報，78，1984

「発育発達期における自転車エルゴメータによる最大無酸素パワーの研究」

筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告，第25集，209～221，1985

「中高六ケ年一貫カリキュラムの検討（第2報）」 筑波大学附属駒場中・高等学校研究報

告，第25集，121～134，1985

「Disturbedbalanceinchronicorganopbosphateintoxication」vestibularandVisualControlon

postureandLocomotorEq11ilibri11m：295～301，1985．3

「BalanceStudyonmethylmercu巧pOisoning」vest加1arandVisualControlonPostureand

LocomotorEqlユilibrium：302～308，1985．3

「高後生の課外スポーツ活動と体力および大動脈腺波速度の関係」 いばらき体育・スポー

ツ科学，1：2～6，1986．3

「中高六ケ年一貫カリキュラムの検討（第3報）」 筑波大学附属駒場中・高等学校研究報

告，第26集，51～58，1986

「Treatmentofnystagmusbyac叩unCtureJ proceedingsoftheSixthMeetingoftheInternation山

NeuroOphthalmologySociety∴227～232，1卵7．3

「発育発達期における自転車エルゴメータによる最大無酸素パワーの研究（第2報）」、筑

波大学附属駒場中・高等学校研究報告，第27集，95～112，1粥7．3

「斜視・弱視・眼振のための視能訓練」 理学療法，6，327～334，1989．9
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17．「本校における体力トレーニングの取り組みとその成果について」 筑波大学附属駒場中・

高等学校研究報告，第29集，39～84，1989

18．「発育発達期における最大無酸素的パワーの研究（第3報）－ウイングートテストと体構成

との関連－」筑波大学附属駒場申・高等学校研究醸告，第30集，97～111，1990

19．「発育期の筋力発揮特性」日本体育協会スポーツ医・科学研究報乳Ⅵ，1：38～141，1990

20．「超音波断層法による皮下脂肪厚と組織断面積との関係」 体育科学，19：1～6，1991

21．「教育実習からみた保健科教育の実態調査」 筑波大学附属駒場中・高等学枚研究報乱 舞

31集，149～160，1991

22．「脚伸展パワー測定装置を用いた発育期における筋出力に関する研究」 筑波大学附属駒場

中・高等学校研究報告，第31集，161～172，19列

23．「都内高等学校における保健科教育の実態調査」

24．「発育発達期における有酸素性，無酸素性能力」

学校保健研究，33：581～587，1991

日本大学医学部研究紀要，19：33～42，

1991．12

25．「発育期におけるレジスタンス・トレーニング」トレ…ニング科学，4：55～6も1992

＜著書＞

1．『エアロビクス基礎理論』 スピリットライブラリー，東京，1983．4

2．『フィットネス朋告辞典』（社）日本エアロビックフィットネス協会，1988．8

3．A8rObicDance－Ex訂CiseIns加CtOr，Di托CわrV併kbook，1988．B

＜総説・講座＞

1．低周波治療気を使った「神経系」学習の効果的導入
保健体育教室，207：18～19，1988・9

2．フィットネスと体育授業 体育科教育，38，50～51，19卯

3．スポーツ科学に期待するもの 体育科教乳39，40～41，1991

4．スポーツ部活を科学する 体育科教育，40，48～49，19妃

5．人体のしくみとはたらき 体育科教育，35，50～51，1粥7

貝 沼 賓 兵（理科・生物）

＜学術論文＞

（1）やさしい分子遺伝学の実験（1）

やさしい分子遺伝学の実験（2）

（2）高校における分子遺伝学の実験学習に
おける諸問題（1）

高校における分子遺伝学の実験学習に

おける諸問題（2）

裳牽房・遺伝・23巻1号pp．53～59

裳華房・遺伝・之3巻2号pp．54～59

生物教育・日本生物教育学会・

第14巻第3号pp．5～11

生物教育・日本生物教育学会・

第14巻第4号pp．6～11，

一217－

1969年1月

1969年2月

1973年6月

1卯3年7月



（3） 池の生産力測定

（4） ファジーを用いた分子遺伝学の実験（1）

ファジーを用いた分子遺伝学の実験（2）

ファジーを用いた分子遺伝学の実験（3）

ファジーを用いた分子遺伝学の実験（4）

（5）高校生物Ⅱにおける形質転換実験の

進め方

（6）理科Ⅰの「遺伝」と選択生物の「遺伝

子と形質発現」の指導内容とその関連

について

（7） ファージを用いた遺伝の実験

（8） 遺伝子概念の歴史的発展の実証的指導

（9）遺伝の指導に関する実践的研究

（10）遺伝子観換え 観換えDNA技術

一実験の教材化

（11）組換えDNA技術の教材化（第2報）

（12）遺伝子と形質発現の指導に関する
実践的研究

（13）組換えDNA技術の教材化

（14）形質転換実験

一指導方法とその評価について

（15）親換えDNA技術の実践

（16）観換えDNA技術の指導実践と
その評価

（17）生産者の物質生産を定量する

一課題研究の一例として

（18）酵母の教材化とその実践

（19）親換えDNA技術の実習を行って

東京教育大学附属駒場・研究報告第

15～16集pp．115～125，

裳華房・遺伝・25巻1号pp．65～69

裳華房・遺伝・25巻2号pp．79～82

裳葦房・遺伝・25巻3号pp．64～72

裳華房・遺伝・25巻4号pp・69～7千

束京教育大学附属駒場・研究報告第

19集pp．199～205，

石川秀樹・貝沼憲兵，共著筆頭

筑波大学附属駒場中・高等学校

研究報告第22集pp．283～293，

筑波大学附属駒場中・高等学校

研究報告第22集pp．269～279，

筑波大学附属駒場中・高等学校

研究報告第21集pp．259～270，

貝沼喜兵・石川秀樹共著筆頭，

筑波大学附属駒場中・高等学校

研究報告第23集pp．133～145，

筑波大学附属駒場申・高等学校

研究報告第25集pp．223～283，

筑波大学附属駒場中・高等学校

研究報告第27集pp．261～277，

筑波大学附属駒場中・高等学校

研究報告第28集pp．69～94，

教材生物研究，Nol13，pP．10～15

月招喜兵・山根臨男共著 筆頭，

生物教育・31巻2号，pP．115～134

裳華房・遺伝・45巻4号pp．28～34

科研費総合（A）中間報告書「科学

一技術一社会の相互関連を重視した

中等教育および教師教育用モジュー

ルの開発」pp．95～114，

日本理科教育学会研究紀要

第32巻第2号PP．81～89

裳華房・遺伝・46巻7号pp．66～73

化学と生物：第30巻第7号

－218－

1977年3月

1973年1月

1ダ73年2月

1卵3年3月

1973年4月

1980年3月

1983年3月

1983年3月

1982年3月

1984年3月

1986年3月

1988年3月

1989年3月

1990年5月

1991年5月

1991年4月

1991年5月

1991年1月

1991年4月

1992年7月



（20）観換えDNA技術教材化

PP．468～471，

BIO－JAPANづ2，シンポジウム資料集1992年8月
pp．456～463，

＜教科書の編集・執筆＞

（1）学校図書株式会社：中学校理科（1卵5年より）

（2）学校図書株式会社：高等学校理科Ⅰ，生物（1980年より）

（3）学校図書株式会社：高等学校生物IB（文部省に検定出願中），生物Ⅱ（編集中）

城

1L

2

3

4

5

′b

7

00

q′

戸
一

夫（社会・世界史）

『歴史教育への道』（共編）法律文化社，1粥O

FsaveourcomonHeritage一危機のなかの巨像たち』（共編） 日本ユネスコ協会連盟，

1981

『反核軍縮宣言集－1982年の証言』（共編）新時代社，1粥3

『内なる国際化』（共著）三嶺書房，1985

訂アジアと私たち』（共著）三一書房，1粥8

軒社会科教育の理論と実践』（共編）

訂市民・NGO運動と平和』（共編）

『トルコー星と三日月の国』（共著）

『ボランティア学習の展開』（共編）

久保野 雅 史（英語）

東洋館出版社，1988

早稲田大学出版部，19S9

mメディア，1991

一橋出版，1992

l．「ド・モルガンの法則と接続詞and，Orの用法」

「否定の論理一英語のnotとnoJ

「比例構文とy＝弧の関係一英語と数学」
藩

青田稔他編，『話題源数学』東京法令出版，1988

2．「スポーツとしての英語発音」 島同点教授還暦記念論文集編集委員会編，F英語音声学と

3．

4．

英語教育』，開隆堂出版，1舛2，

「中高速携をとらえた自主教材の開発…筑駒PictureDiction打yの作成（1卜」（共同執筆）

『筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告j第27集，1988，

「中高連携をとらえた自主教材の開発一筑駒PictureDicdonaryの作成（2卜」（共同執筆：

筆頭） 釘筑波大学附属駒場申・高等学校研究報告j第29集，1989，

5．「ティーム・ティーチング一新しい局面を迎えた英語教育－Ⅵ．ティーム・ティーチング

の実際」 『筑波大学学校教育部紀要』第10巻，1988，

一219－



6．「学習者に応じた授業形態一英語指導とその問題点－Ⅹ『英語合宿』～外語高校のEnglish

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

Camp」『筑波大学学校教育部紀要』第11巻，1988，

「英文理解における誤りやすさの研究（19）upとdownのイメージ」 『現代英語教育j

第25巻，第10号，研究社出版，1粥9

「英語の基礎・基本とは何か－それをいかにして定着させるか－Ⅲ．語桑指導の基礎・基

本」 軒筑波大学学校数育部紀要』第12巻，1989，

「生徒と作るpictureDicdon紆y」 酢現代英語教育』第27巻，第2号，研究社出版，1990

「中高一貫教育におけるuノ学習指導のあり方を探る（1）」 軒筑波大学附属駒場中・高等

学校研究報告』第30集，19卯，

「中高一貫教育におけるLL学習指導のあり方を採る（2）7．中学・高等学校における視聴

覚（AV）教材のデータベース化の試み」『筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告j

第31集，1991，

「教育実習生指導の改善を目指して」 酢英語教育研究』第7巻，語学教育研究所，1991

「オーラル・コミュニケーションの指導法・（2）オーラル・コミュニケーションに備えて－

これからの中学校で何ができるか－」 『現代英語教育』第28巻，第2号，研究社出

版，1991

「オーラル・コミュニケーションの指導法・（9）知っている表現を活性化するストラテジー」

『現代英語教育』第28巻，第9号，研究社出版，1991

「コミュニケ∵ション能力の育成をめざして・Ⅴ．身近な語彙の指導からオーラル・コミ

ュニケーションへ」 軒筑波大学学校教育部紀要』第13巻，1991，

「コミュニケーションの受信と発進（11）」（分担執筆）『瑛代英語教育』第28巻，第11

号，研究社出版，1992

「CommunicativeCompetenceを培う授業一教材とその指導－Ⅲ．話す能力を育成するため

の文法指導・語彙指導」 『筑波大学学校数育部紀要』第14巻，1992，

「生徒と作るpictureDictiona叩1－12（予定）」『英語教育』第41巻，第卜6，8－13号

（予定），大修館書店，199之－1993

「『一石三鳥』を目指した活動」 『英語教育』第舶巻，第3号，開隆堂出版，1992

小 林 汎（社会・地理）

＜論文など＞

1．「高校生の発表学習」 地理教育研究年報，恥6，1977．

2．「地理教育の課題」 地理教育，恥9，1980．

3．「中学生・高校生の社会認識について一社会認識調査報告（その3）－」，共著（責任執

－220一



4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

筆）筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告，第21集，1982

「中学生・高校生の社会認識について00社会認識調査報告（その4卜」，共著，筑波大

学附属駒場中・高等学校研究報告，第22集，1983

「“情報化社会”のなかで中学校世界地理学習の精選の“鍵”」，実教出版「じっきょう社

会科資料」No8，1984．3．

「平和認識調査」共著，筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告，第24集，1985

「中学校社会科教材研究一教材の吟味と授業創造のために－」，財団法人教育調査研究所

研究紀要，No38，1989．5

「ラテンアメリカの学習を魅力的に展開するために」，教育出版「教科通信」vol．27，恥

1，1990．1

「激動する東ヨーロッパを授業で扱う視点」，実教出版「じっきょう社会科資料」NQ26，

1990．5．

「『東京の地域研究（1990年5月）』と中2の子どもたち一枚外学習への取り組みと一体化

させた「身近な地域」の実践－」， 教育出版「教科通信」vol．28，対021，1991．10

「附属学校における社会科教育カリキュラムの変遷について」，共著（責任執筆）筑波

大学附属駒場申・高等学校研究報告，第31集，1991

「本校における研究活動のあゆみ（1957～1992）」，共著（責任執筆）ゝ筑波大学附属駒場

中・高等学校研究報告，第32集，1992

「動くアジアガイドブックAPIC開発教育キットPART2」， 共著 国際協力推進協会，

1991．3

14．「アジアのうねりÅPIC開発教育キットPÅRT3」，共著 国際協力推進協会，1992．3

＜著書など＞

1．『新版 授業のための世界地理』，（編集及び共同執筆） 地理教育研究会編・古今書院，

1979．8

2．『新版 授業のための日本地理』，（共著）地理教育研究会編・古今書院，1981．2

3．（1）訂ジュニア版 日本の地域とくらし（全10巻）』，三省堂，1982－1985．

（2）『日本の地理（仝10巻）』あゆみ出版，1990．3，【（（2）は（1）を部分改訂し再出版）

（編集及び共同執筆）

4．文部省検定教科書『高校地理』実教出版（1982年4月より使用本）

『新 高校地理』実教出版（1987年～）

『新 高校地理 改訂版』実教出版（1990年～）

『高校地理』実教出版（19卯年4月より使用予定）

5．文部省検定教科書『改訂 中学社会 地理的分野』教育出版（1粥7年4月より使用本）

『改訂 〃』教育出版（1990年～）

〝221－
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6．

『新版 中学社会 地理的分野』ク（1993年4月より使用予定本）

『世界の平和をめざして』（平和教育実践選書第1巻），桐書房，1990．4，共著，（第3車

3「第三世界の民衆－ラテンアメリカの場合」を執筆）

7．『社会科と私たち』（シリーズ「高校で何を学ぶか」第5巻），大月書店，1990．9，共著

（第1草 地球時代に生きる，その他を執筆）

駒 野 誠（数学）

1．『slowLearnerの指導と「プレ数学I」』

2．『点差ベクトルの指導』

3．『数学教育のあり方について認知

の立場から考察』

4．特集「教科書と授業改善」，

訂どんなエネルギーを，いかに与えるカ瑚

5．特集「新教育課程はどう実施されて

いるか」，『百科全書から交響曲へ』

6．『私の数学授業観とMathNews』

7．訂「中心概念」と認知過程』

8．訂ベクトル指導における興味・

関心を高める認知的アプローチ』

9．『数学教育におけるSlowb肝nerの

ための学習システムと教材開発』

10．特集「私は学習意欲をこうしてつけ

た」，『酌ま輝き，心に喜びの糧を』

11．特集「高校教師から中学校教師へズバリ

直言」，『生徒を知り，己を知り，数学を

知る』

12． 集
■
”
』

特
方

へ

13．特集

「学習の成果を把握する評偶のあり

『「わかる」から「わからせる」

－自己増殖の喜びを－」

「理解を深める教材の映像化†図式

化」，「式をいかにして捉らえるか」

日本数学教育学会誌，1978，

臨時増刊，第60巻，

日本数学教育学会誌，1983，

臨時増刊，第65巻，

日本数学教育学会誌，

臨時増刊，第68巻，

月刊，高校教育，

月刊，高校教育，

新しい学校数学，

特別編集版2，

新しい学校数学，

1986

卿
朋
俄
鵬
晰

1粥8，

4月創刊号，

東京都教育研究員， 1粥8

共同研究発表，

SlowLeamer特別委員会1980，

（日数教）科研費研究，

教育科学，

数学教育（明治図書）

教育科学，

数学教育，

教育科学，

数学教育，

教育科学，

数学教育，
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1980，

3月号，

1983，

2月号，

1984，

10月号，

1985，

11月号，
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No243，

pp．83－90

NG281，

pp．103－106

No302，

pp．28－36

NG317，

pp．6ト68



14．

15．

16．

特集「入試に必要な学九そのつけ方と

対策」，『生涯学習の視点に立った受験

指導』

特集「つまずきの予防・治療・生かし

方」，『「つまずき」に対する見方

考え方』

「指導の悩みにこたえる算数・数学

読本」，『具体性のある正の数・負の

数の指導』

Jゝ
Eコ

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7

8

ハブ

10．

11．

12．

13．

田 藷 ニ（保健体育）

教育科学，

数学教育，

教育科学，

数学教育，

教育開発研究所，

共著，

1988，

11月号，

1992，

6月号，

1992，

NQ361，

NG413，

pp．13－20

NG95，

pp．216－219

「発育発達期における自転車エルゴメータによる最大無酸素パワーの研究」筑波大学附属

駒場中・高等学校研究報告，第25集，209～221，1985．3

「中高六ケ年一貫カリキュラムの検討（第2報）」 筑波大学附属駒場中・高等学校研究報

告，第25集，121～134，1985．3

「中高六ケ年一貫カリキュラムの検討（第3報〉」 筑波大学附属駒場中・高等学校研究報

告，第26集，51～88，1986．3

「発育発達期における自転車エルゴメータによる最大無酸素パワーの研究（第2報）」 筑

波大学附属駒場中・高等学校研究報告，第27集，95～112，1987．3

「本校における体力トレーニングの取り観みとその成果について」 筑波大学附属駒場中・

高等学校研究報告，第29集，39～84，1989．3

「発育発達期における最大級酸素的パワーの研究（第3報）－ウイングートテストと体構成

との関連－」 筑波大学附属駒場申・高等学校研究報告，第30集，卯～111，19卯．11

「発育期の筋力発揮特性」日本体育協会スポーツ医・科学研究報告，Ⅵ：1，38～141，1990

「適者披断層法による皮下脂肪厚と組織断面積との関係」 体育科学，19，1～6，1991

「教育実習からみた保健科教育の実態調査」筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告，第

31集，149～160，1甲1・11

「脚伸展パワー測定装置を用いた発育期における筋出力に関する研究」 筑波大学附属駒場

申・高等学校研究報告，第31集，161～172，1卵1．11

「発育発達期における有酸素性，無酸素性能カ」 日本大学医学部研究紀要，19，33～42，

1991．12

「スポーツ科学に期待するもの」 体育科教育，39，40～41，1991

「発育期におけるレジスタンス・トレーニング」トレーニング科学，4，55～糾，1992
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曽 根 睦 子（養護）

〈筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告〉

1．「“新しい健康診断”とこれからの課題～本校における健康診断－」

「研究報告」 第14集1974年

2．「保健教育保健管理のかけ腐」 「研究報告」 第17集1卯7年

3．「中学生の保健・安全に関する意識調査一本校における生徒手帳の保健・安全欄の活用につ

いて－」 「研究報告」 第20集1980年

〈出版関係〉 1982年以降

1．〔「学校における政急処置」の手引き〕 編集・共著

全国国立大学附属学枚養護教諭部会編

2．「みつめるまなざし－保健室の相談活動」 解集・共著

同 上

3．「新しい学校保健～児童生徒の心とからだの健康科学」 編集・共著

4．「養護教諭制度50周年記念誌」 編集・共著

養護教諭制度50周年記念誌編集費農会窮

5．〔養護教諭のための健康相談事例集〕 共著

第4節 思春期，青年期にみられる問題他

東山書房1985年

ぎょうせい1989年

朝倉書店1粥9年

ぎょうせい1991年

東京法令出版1982年

6．メンタ州実践体系 7〔受験・恋愛・性〕 共著

「受験ストレスから薬物依存へ」

7．心理臨床プラクティス第2巻〔教育心理臨床〕 共著

「ヘルスカウンセリングの実際」

8．実践・問題行動教育大系 21〔保健室における養護教諭の対応〕 共著

「非社会的問題事例へのアプローチ」

〈教育方法等改善経費による研究報告関係〉

1．「学校における致急処置」研究報告書 恥1．2．3 編集・共著

同 手引き

ょ全国国立大学附属学校養護教諭都会病

㈱ほるぷ 1988年

星和書店 1991年

開隆堂 1991年

1979・1980・1981・1983年

2．「学校保健領域における相談活動」研究報告書 NGl．2．3 編集・共著

同 上

3．「学校における集団を対象とした保健指導」研究報告書

同 上

〈鶴見大学女子短期大学部保健学会誌 論文関係〉

1．論説「保健室経営と情報管理」
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1984・1985・1986年

NGl．2，3 編集・共著

1990・1911・992年

同上学会誌 第1号 1978年



之．論説「集団を￥対象とした保健指導の展開」 同 誌

3．論説「保健教育と保健管理のかけ橋⊥保健学習と保健行事・保健室経営」

同 誌

4．論説「高校生の登校拒否」 同 誌

5．論文「学校現場における胸痛（自発痛）の判断と処置」 同 誌

2号

3号

4号

5号

6．論文「養護教諭の行う相談活動一男子生徒への対応の実践」 同 誌 6号

7．論説「カッターナイフによる傷害事例にみる中学生の危険予知能力の未発達性」

同 誌

8．論文「過呼吸（過換気）症候群の生徒の支援」 同 誌

9．論文「教育相談のあり方を採って一番護教諭の立場から－」 同 誌

10．論文「養護教諭の行う相談活動叫複合要因による心身不調生徒への支援」

同 誌

11．論文「高校における紡績薇痘発生に対する処置と指導」 同 誌

く月刊誌「保健の科学」掲載関係の一部〉 一杏林書院仰

1．〔保健の実践「入浴中にCO中毒で死亡した事例」〕保健科学研究会稀

VOL．23

2．〔同「青年期の自然気胸」〕 vOL．23

3．〔同「自然気胸でなく，心因性の胸痛ではないかと判断した例」〕

VOL．23

4．〔同 「申1男子，誤って親友の下腿を切る」〕 voL・25

5．〔同 「校時中に起きた指のカッターナイフによる切傷」〕共著

年0ノ7
nフ

l

年

年

年

年

O

l

つん

つJ

00

8

8

8

qノ

nフ

0ノ

nフ

l

l

l

l

7号 1卵4年

8号 1985年

9号 1986年

10号 1987年

11号 1988年

4月号 1981年

12月号 1981年

8月号 1981年

7月号 1983年

VOL．25 8月号 1983年

6．〔同「学校体育のランニング実施に伴う事故の処置について」〕

VOL．25

7．「高校生にみられる健康問題」共著

沓 記 章 共（英語）

VOL．27

12月号 1粥3年

2月号 1985年

1．「MusicTranscdption：聞き取りを中心とした言語活動の一例」
㌻英語教育研究jvol．1，語学教育研究所，1粥5・

2．

3．

「英語指導技術再検討：パタンプラクティス」

㌻英語教育』9月号，第34巻，大修館，1985．

「変わりつつある語学教育研究所」

『英語教育研創Vol．？，語学教育研究所，1986・
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4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

「英語教育とワープロ：序論」

『英語教育研究』vol．3，語学教育研究所，1987．

「時制の考え方と指導法」

『現代英語教育』1月号，第24巻，研究社出版，1987．

「英語教育と教育機器：ウォークマンとビデオキャプション」

『英語教育研究』vol．4，語学教育研究所，1988．

「高校英語におけるEXPOSUREの量についての一提言：Readingの場合」

陀抒立小平西高校：研究紀要』1988．

「視聴覚機器を使った英語教育：アフレコを中心とした言語活動の一例」

帽汚立小平西高校：研究紀要』1989．

「こんなモノいらない！？悪間」

『英語教育研究』vol．5，語学教育研究所，1989．

「AV機器の新しい使い方を模索して」

『現代英語教育』4月号，第26巻，研究社出版，1989．

「大学英語入試問題Q＆A⑨ 入試問題の題材の選択は適切か」

『現代英語教育』12月号，第26巻，研究社出版，1989．

「授業改善のためのテスト作成の視点」

『教育研究員研究報告書』東京都教育委員会，1990．

「中高一貫教育におけるLL学習指導のあり方をさぐる（1）」

（共同執筆）訂筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告』第30集1990

「ÅETとのInteractionのすすめ：生徒による，生徒のための想定質問表硯集」

『都立小平西高校：研究紀要』1990．

「英語教育とテスト」

『都立小平西高校：研究紀要』1990．

「ライティング指導におけるINPUTについて」
『英語教育研究』vol．6，語学教育研究所，1990．

「大学英語入試問題の改善④ 和文英訳を斬る」

『現代英語教育』7月号，第27巻，研究社出版，19弧

「私ならこう考える…伝記教材」

『英語教育』9月号，第39巻，大修館，19和．

「視点を変えた視聴覚機器の活用法」『オーラルコミュニケーション展開事例劉（共著）

一橋出版，1990．

「これからのライティング指導にむけての一提言」

『英語授業学の視点』三省堂，1991．

「コミュニケーション能力の育成を目指して Ⅲ 入門期におけるLL学習指導…映像教材

を活用して」

隠波大学学校数育部紀要』第13巻，1991

「中高一貫教育におけるLL学習指導のあり方をさぐる（2）」
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（共同執筆）『筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告』第31集，1991．

23．「授業のためのアイディアボックス」
釘英語教育研究』vol．7，語学教育研究所，1991．

24．「授業の導入をどう工夫する？」

25．

26．

27．

28．

釘現代英語教育』4月号，第28巻，研究社出版，1991．

「オーラルコミュニケーションの指導法③ 対話教材の扱い方」

酢現代英語教育』6月号，第28巻，研究社出版，1991．

「オーラルコミュニケーションAを考える」『オーラルコミュニケーション展開事例集Ⅱ』

（共著） 一橋出版，1992．

「CommunicativeCompetenceを培う授業…教材とその指導Ⅹ翻訳とCommunicative

Competence」

『筑波大学学校数育部紀要』第14巻，1992．

「中高一貫教育におけるLL学習指導のあり方をさぐる（3）」

（共同執筆〉『筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告退寮32集，1992．

之9．「オーラルコミュニケーションの指導法⑰ カタカナ語を用いたTeamTeachingの一例」

『現代英語教育』8月号，第29巻，研究社出版，1992．

30．「生徒のこ－ズをどう授業に活かすか」
『英語教育過 5月号，第41巻，大修館，199之．

寺 田 恵 一（英語）

1．「モリエールの『ドン・ジュアン』の諷刺の主題について」

・東京都立大学大学院人文科学研究所フランス文学科修士論文，1977

2・“CommunicativeAcdvitiesfbrTeaching加PassiveVoice・”TempleUniversityJapanStudiesin

AppliedLingulStics，VOlumeVII，numberl，Spnng1990・

3．“CommunicativeActivities氏）rTeacbi喝乃／弧d／吋．”TempleUniversityJapanStudiesinApplied

4．

LingulS也cs，VOlumeVⅡ，numb¢r2，払111990・

「ASampleSyllabus払rOralComunicadonA」

筑波大学附属駒場中高「研究報告」第32集1992

中 尉 豊（英語）

1．「Usesof血eAnaphodcBack－pOindng“One”」

東京教育大学附属駒場中・高等学校研究報告，第三集，1961

2．釘現代英文法教本』

（大塚英語教育研究会訳）［共同執筆〕リーベル出版，1986
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3．軒英文用例事典 第3巻』

4．本校「研究報告」第14，18，

（省略）

5．訂5万語クラスの英和辞典』

深 野 明（保健体育）

＜論文など＞

1．日本学校保健学会誌

特集 健康観とその流れ

（共同執筆）（編集主幹：池田重三）日本国番ライブ

19，20，22，24，25，26，28，29，30，31集の英語科共同研究

（1995年出版予定）編集スタッフとして執筆中

特集 事後措置と教育的配慮

特集 現場の教育実習からみた保健科教員養成

の問題点

特集 保健授業を育てるには問題点と対策（高校）

特集 高等学校学習指導要領改訂の内容と展開例

特集 保健の授業のすすめ方

2．筑波大学附属駒場中・高等学校「研究報告」

・学友関係の実態調査－6カ年の継続調査－

・「保健」の効果的学習における問題点

・保健学習の構造

・p．W．C170の変化からみた中学生の3週間の
持久特定プログラムの効果について

・生徒の同好会活動をどうとらえるか

・剣道の打突に対する容積脈披反応について
の研究

・申・高校生の直立能力について（1）

・走幅跳びの計量的考察

・教育課程の編成に関する調査

・鉄棒運動と授業とその計量的考察

・保健体育科中高六カ年一貫カリキュラムの
検討

学校保健研究第19巻第5号
p202～207

学校保健研究第20巻第5号
p215～219

学校保健研究第20巻第9号

p424～428

学校保健研究第20巻第10号

p473～479

学校保健研究第21巻第12号

p578～581

学校保健研究第23巻第12号

p566～568

昭和52年

昭和53年

昭和53年

昭和53年

昭和54年

昭和56年

「東京教育大学附属駒場中・高等学枚 研究

報告」第3集（1963）

「同校」第9集（1969）

「同校」第10集（1卵0）

「筑波大学附属駒場中・高等学校 研究報
告」第14集（1那5）

「同校」第16集（1卵7）

「同校」第16集（l耶7）

「同校」第16集（1977）

「同校」第18集（1979）

「同校」第18集（1979）

「同校」第21集（1982）

「同校」第21集（1982）
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・将来計画作成のための基礎調査

・持久力テストとしての多段階SideStep運動
の検討

・持久力テストとしての多段階SideS蛤p運動
の検討 一策2報－

・形態と体力・運動能力との相関について（2）

・中高6カ年一貫カリキュラムの検討（2）

肘到達目標－

・発育発達における自転車エルゴメーターに

よる最大級酸素パワーの研究一第2報－

・本校における体力テストとトレーニングの
取組みとその効果について

「同校」第21集（1卵2）

「同校」第22集（1粥3）

「同校」第23集（1984）

「同校」第23集（1984）

「同校」第26集（1卵6）

「同校」第28集（1988）

「同校」第29集（1粥9）

3．学校教育部研究紀要

・筑波大学附属学校における教育実習の予備

調査及び教育実習充実のための方策（分担調査）

・教育実習生の実態と実習による意識の変化に関
する予備的研究

・児童生徒のわかり方と教材開発に関する研究

一冬教科におけるわかり方について－（分担研究）

・児童・生徒のわかり方とそれらに基づくCA主用

財閥発に関する実践的研究（分担研究）

・基礎的・基本的事項の充実と個性化教育の在り方
に関する実証的研究（分担研究）

「筑波大学・学校数膏部紀要」第1巻

昭和54年

「筑波大学・学校教育部紀要」第2巻

昭和55年

「筑波大学・学校教育部プロジェクト

研究」昭和61年

昭和61年渡文部省特定研究「筑波大教

学・学校教育部プロジェクト研究」

平成元年「同上」

＜著書など＞

1．「現代保健科教育法」 共著 傷害の予防p201～211

2．「高等学校指導要録＝評価と記入例・用語例」
体育p64～70，

3．「保健医療行動の実践」共著 学校における運動実践

p137～148

4．「保健室経営」共著 高等学校のホームルーム2－p81，

昭和49年「大修館書店」

昭和58年図書文化社，

昭和62年「出版科学総合研究所」

昭和55年「ぎょうせい」

保健に関する教育実習の実際10一瞬95

5．文部省検定教科書・中学校「保健体育」 「大日本図書」昭和55年～

6．文部省検定教科書・高等学枚「保健体育」 「大修館書店」，昭和50年～

7．保健体育関連雑誌

・特集 保健教育の今日的課邁＝保健授業の効果的なすすめ方一高枚指導事例－
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「体育科教育」p44～46 昭和47年8月号「大修館書店」

・続・保健学習の系統と指導一保健学習の評価の視点一
昭和48年9月号「大修館書店」

・特集 健康に関する記録のとり万一病気・外傷の欠席届に関する問題点一

昭和61年6月号保健科学研究会編

集，「杏林書店」

・特集 現代の子供の体力・健康問題

一子供の体力・健康問題と保健授業の取り組み万一 昭和61年10月号「学枚体育社」

丸 浜 喝（社会・歴史）

1．「文化祭で生徒と調べた関東大震災時の烏山における朝鮮人殺害事件」

酢東京の歴史教育』 第14号 （東京都歴史教育者協議会）1984年

2．「「歴史をささえる人々」を高校生はどうとらえたか」

『東京の歴史教育』 第ユ6号 （東京都歴史教育者協議会）1986年

3．「小課題を通して“ひっかかり”を作る授業一古代史を検討素材にして」

㌻日本史教材部会報告集』 第1集 （東京度数協日本史教材部会）1986年

4．「高校日本史における戦後史学習を進めるために」

『歴史地理教育』 421号 （歴史教育者協議会）1987年

5．「大正デモクラシーは天皇性とどうかかわったか」

『日本歴史と天皇』（歴史教育者協議会編・大月書店）1989年

6．「自衛隊は何を守るのか」

『歴史教育ハンドブック・現代史50問50答』（『歴史地理教育』470号〉 19卯年

7．「日中戦争と日米開戦一二つの関わりと整理してみて」（岩根謙一氏と共同執筆）

8．

9．

『歴史地理教育』 480号 （歴史教育者協議会）1991年

「元軍医学校跡地から発見された人骨問題」

『歴史教育月報』 NG264 （歴史教育者協議会）1992年

「特攻・地下壕・本土決戦一国体護持の背後で」

『歴史地理教育』 496号 （歴史教育者協議会）1992年

宮 崎 章（社会・歴史）

1・「アメリカの対朝鮮政策1糾1－1945」『史苑』 立教大学史学会，1982年1月

2．「研究動向一書田茂論の現況」

『日本ファシズム（2）国民統合と大衆勒剤 大月書店，1982年7月
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「インドと対日講和」（翻訳） 『思想』

「占領初期における米軍の在日朝鮮人政策」 『思想』

『東京裁判資料 木戸幸一訊問調書』（共編）

「現代」（執筆） 竹内誠他編『教養の日本史』

「日朝関係と朝鮮戦争・再軍備」（共同執筆）

『十五年戦争史 4 占領と講和』

8．「青田茂は戦後日本の繁栄の功労者か」

『日本近代史の虚像と実像 4』
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1

1

「第2章 敗戦」

「現代史のなかの司法」

「今，なぜ731部隊か」

『日本同時代史1敗戦と占領』

岩波書店，

岩波書店，

大月書店，

東京大学出版会，

1983年1月

1粥5年8月

1987年2月

1987年2月

青木書店， 1989年3月

大月書店，

青木書店，

『歴史学研究』616号，

『東京の歴史教育』 東京歴史教育者協議会，

巾231叩

1989年12月

1990年9月

19卯年2月

1992年6月




